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Index「with コロナ」が続くなか、人 と会い・
集うことの意味や価値、そして必要
性がより強く意識されるようになって
いる。心地よくつながり、健康的に
働き、なおかつイノベーションを生む
ためには、どんな仕掛けがあるべき
なのか。それらと向き合い続け、協
創/共創の地盤をより強化し、輪を
拡大したpoint 0の3年目を振り返る。

アイデアの種を育み、
成長させていく。
point 0の輪が拡大し、
新たな循環の
姿を見せた1年。
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3年目となったこの1年で、
サテライトを含むpoint 0の規模は急拡大を遂げた。
実証実験の数も伸びるなか、
今後どのような広がりを見せていくのだろうか。

About point 0

メディテーションルームを低酸素ル
ームに改築、2022年4月より実証実験
を開始。短時間で高い運動効果が得
られることで昨今注目を集めている
「高地」でのトレーニング環境を再現
した。利用者の使用頻度も上々で、併
設されているシャワールームとあわ
せて利用されることが多いようだ。実
証実験の成果にも注目したい。 

香氏（以下、谷本）は、そんなpoint 
0の現在地点について、石原隆広氏（以
下、石原）、豊澄幸太郎氏（以下、豊
澄）、菅波紀宏氏（以下、菅波）にさ
まざまな視点から話を聞いた。

　まず、実証実験の成果もさることな
がら、この1年間で何がもっとも変化し
たのか？そんな視点から、話を切り出

　空間データの協創／共創プラットフォ
ーム「CRESNECT構想」をもとにス
タートした「point 0」。その実践の場と
して2019年7月に誕生した「point 0 
marunouchi」では、毎年30～40の
実証実験が実施され、いま、小さな「点」
から大きな「円」へと成長を遂げている。
昨年に続き、同スペースを訪問した
Forbes JAPAN Web編集長の谷本有

した谷本に石原が答える。
「基本的なpoint 0のコンセプトは変
わらないものの、スタート時と大きく変
化しているのが『出口』です。スター
ト時は実証実験を通して新しいものを
生み出すという意識や、コミッティー企
業の事業化や商品化に役立つものに
していくという視点が強かったのです
が、ここ1年はpoint 0独自の事業や

「点」から広がるpoint 0の現在地点
Special Interview

point0 取締役副社長・菅波紀宏(丹青社)／point0 代表取締役社長・石原隆広(ダイキン工業)／point0 取締役副社長・豊澄幸太郎(パナソニック)／
Forbes JAPAN Web 編集長・谷本有香
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改善していくサイクルも確立し
ました。これだけの数の企業
が集まり、3年でビジネス創出
までつなげられたことは大きな
収穫だと考えています」（菅波）
　「point 0 satellite」を展開
する中で、空調機器や音響機
器、什器などコミッティ企業の
製品が投入されることになり、
各社は「point 0」経由で新し

い顧客や収益源を獲得。「point 0」発
の新事業が創造され、その事業自体
がコミッティー企業にも収益をもたらすと
いう新しい循環が生まれているのだ。

独自のオープンイノベーション

　実証でスタートしたにもかかわらず、
わずか3年で新しいビジネス創出に成
功した原動力は何なのか。そんな興味
を抱いた谷本は、従来のオープンイノ
ベーションと、「point 0」だからできる
オープンイノベーションとの違いはどこ
にあるのか。そして、企業連携の際に
はどうしても技術優先になり、忘れら
れがちになるユーザー目線をどう獲得
しているのかを尋ねた。
「これまでの一般的な企業間連携は、
1社がリードして、そこにいくつかの会
社が専門領域の技術を提供する形。
リードする企業が出口を定めることが
多く、限定的なアウトプットしかできな
い面がありました。ところがpoint 0が
関わることで出口がいくつにも増えて、
より多くのビジネスが可能になるのは大
きいと感じています」（豊澄）
　菅波も次のように述べる。
「1対1のオープンイノベーションをい
くつか経験してきた立場から見ると、多
くのコミッティーが存在するという点は
大きな強みだと感じています。17社の
専門領域があるからこそ、挑戦できる

サービスを創出し、そこで収益を上げ
ていくことを主眼にしています。同時
に、コミッティ企業がpoint 0独自の
事業に参加することで、新しい販売チ
ャネルの獲得や、新しい顧客と出会え
るという仕組みが確立しました。それ
が、もっとも大きな変化です」
　このことは豊澄も同様の感想を抱く。
「いままでは各社がそれぞれに新しい
ことをしたいという思いが強かった。と
ころが、ここ1年ぐらいは各社の真ん
中にpoint 0がいて、積極的に企業
間の橋渡しをする役割を担ってきまし
た。そしてpoint 0がゴールを設定、
目指すべき出口を提示したことで、各
社が一緒になってそこに向かってソリュ
ーションを考えていく。そんな新しいビ
ジネススキームが生まれています」
　2人が言う出口のひとつが2021年4
月に開設した「point 0 satellite」で
ある。個室型サテライトオフィスとし 
て、現在、東京、関西などで直営店
やパートナー企業と共に複数店舗を 
展開しているが、実は、「point 0 
marunouchi」で実践してきた数々の
実証実験の成果が活かされている。
「植栽をふんだんに使った空間づくり、
集中できる空調や環境音など、point 0 
marunouchiで得たノウハウをsatellite
で活用しています。satelliteで得られる
データをmarunouchiにフィードバックし、

範囲が広がりますし、ひとつのプロジ
ェクトが次のプロジェクトのアイデアの
種になるなど、どんどん発展していく。
そんな好循環が生まれるのもpoint 0
の強みだと思います」
　そしてユーザー視点の獲得という面で
は、「point 0 marunouchi」の存在が
大きな役割を果たしているという。「コミッ
ティ企業はユーザーでもあり、ユーザーと
しての彼らの意見が次々に上がってくる
ので、スピード感を持って対応していま
す。メーカー1社では難しいことも、それ
ぞれの専門領域を持つ複数社が常にこ
こにいるからスピーディーな対応も可能に
なる。そんなメリットがあります」（石原）

これからのオフィスに問われるもの

「point 0 marunouchi」を開設した
半年後には新型コロナウイルスが日本
国内でも広がっていった。働き方を「再
定義」するという目標を掲げ、共同の
実証実験やワーキンググループ活動を
行ってきた「point 0」にとっては、思
わぬ逆風が吹き荒れたといっても過言
ではない。そんな状況をどのように乗
り越えてきたのか、そしてwithコロナ
によってオフィスの価値はどう変化して
いるのかを谷本が聞いた。
「得られるものもあったと考えています。
新型コロナウイルスが蔓延しなければ、
サテライトオフィスの需要もなく、point 0 
satelliteも生まれていなかったはずです。
もっと大きな視点から言えば、在宅で働
くことを経験して、多くの人が住むために
快適な空間、あるいは働く環境の重要
性など、『人生の質の大切さ』を感じた
はずです。そういう意味ではpoint 0 
marunouchiは日本のウェルビーイング
の最先端であると自負していますので、
質の高い人生や働き方に寄与できるサー
ビスを創造できると考えています」（石原）

次のステージでpoint 0が目指すこと

　独自のサービスを創出し、新しいス
テージに入った「point 0」。さらに進
化していくために必要なピースは何か？
その点について谷本が問うと、石原は
即座に2つの課題を上げた。それが「ス
ピード」と「ソフトウェア」である。
「まだまだスピード感が足りないと感じて
います。新しいビジネスやサービスを生
み出していくためにはベンチャーに負けな
いスピード感でプロジェクトを推進していけ
る組織にしたいと考えています。もう一
つはコミッティの大部分がハードに関わる
企業なのでソフト面での知見が足りない。
とくにITと食は不可欠です。point 0 

marunouchiでは、設備や什
器に膨大なセンサーを使って
IoTを実践しながらデータを取
得していますが、ネットワーク環
境を整備する専門家の必要性
も痛感しています。また、食の
分野は欠かせないピースだと考
えています。そうした企業の参
画で新しい化学反応が起こるこ
とを楽しみにしています」（石原）

　新しい分野の企業が参画することで、
さらに共創分野が広がることは間違い
ない。加えて、「人材」という観点か
らも次のステージを模索する。
「次の世代をどう育てていくかというの
も、今後の課題だと考えています。
point 0の活動をサステナブルにしてい
くためには、事業を育てながら人材も
同時に育てていきたい。とくに周りを巻
き込みながらオープンイノベーションを
推進していくPMができる人材を育てて、
それをコミッティ企業に還元していく。そ
んなことが可能なのは多くの大企業が
集まって共創しているpoint 0だからこ
そできる役割だと考えています」（豊澄）
　このように新しいコミッティ企業の参
画と次世代を担う人材が育つことで、
新たなステージを拓く。そんな戦略を
描く石原は、最後に目指すべき姿を次
のように語った。
「point 0が中心になって収益を上げ
ていく事業をいくつも作っていく。それ
が次のステージの目指すべきところ。そ
の時に対象はオフィスに限らなくていい。
オフィス外に向けて様 な々ソリューション
を提供していきたいですね」（石原）

　その言葉通り「point 0 marunouchi」
では、シャワールーム、フィットネスジム、
仮眠室など、人生の質の高さに寄与
できる設備を備えている。オフィスに付
加価値を加えることで、かつての「強
制的」な出社から、目的を持って「自
発的」に出社する意識へと転換してい
くはずだと石原は言う。また、菅波も
オフィスに求められる機能が変化して
いると指摘する。
「リアルの良さも再認識され、リアル
で接することのできるセンターオフィス
は不可欠だと思います。ただ、単に
作業する場ではなく、人とつながり、
コミュニケーションを取る場という意味
合いが強くなる気がします」（菅波）

たにもと ゆか◎Forbes JAPAN
Web編集長。証券会社や金融経
済アンカーを務めた後 、アメリ
カでMBAを取得。2016年に
『Forbes JAPAN』に参画。主な
著書に、『アクティブリスニング
なぜかうまくいく人の「聞く」技
術』（ダイヤモンド社）など。

谷本有香　Forbes JAPAN
いしはら たかひろ◎point0 代
表取締役社長。国内大手ERPベ
ンチャーを経て、2013年に
Fintechベンチャーを起業。17
年にダイキン工業に入社し、
「CRESNECT」プロジェクトに 
従事。19年2月、point0を設立し、
同代表取締役に就任。

石原隆広　ダイキン工業
とよずみ こうたろう◎point0 
取締役副社長。松下電工に入
社後、大規模再開発プロジェク
トやオリンピックプロジェクトの
技術営業を担当し、現在は非住
宅分野における「アップデート
事業」の社内外共創に従事。
2019年7月から現職。

すがなみ のりひろ◎point0 取
締役副社長。2005年丹青社入
社。営業、経営企画統括を経験
し、企画開発センター 企画部 
部長として、マーケティング活
動全般および、オープンイノベ
ーションによる商品開発等に従
事。2021年6月より現職。

豊澄幸太郎　パナソニック 菅波紀宏　丹青社
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2021年7月から1年間における
point 0の変化Progress of 2021-2022

　昨年に引き続き、リモートワークや
オンライン会議の割合が高い水準で
維持された一方で、対面することで生
まれる価値も見直されつつある。目的
を明確化し必要な人数に絞ったオフラ
インでの打ち合わせの増加や、オフィ
スへの出社を再開する傾向を感じた人
も少なくないだろう。新しい生活のな
かで、特徴的なのはウェルビーイング
への意識の高まりである。移動が減っ
たことによる運動量の減少や、コミュ
ニケーションの変化により生じる心身
への影響が注目されるなか、point 0 
marunouchiではトレーニングができ
る低酸素ルームを新設。仕事と生活
が混ざり合うワークライフブレンドとい
うあり方も注目されるなかで、自分に
合う働き方を見つけるきっかけになるか
もしれない。
　また、今年の大きな展開の一つとし
て、satelliteの急拡大が挙げられる。
拠点数は15拠点まで増え、出張者な
どをターゲットにホテルとの提携も進ん
だ。また、satellite側からmarunouchi
に持ち込まれたソリューションも生まれ、
相互作用が見られたのも注目すべき
点である。2022年4月からは顔認証
システムをsatelliteシステムと統合。
satellite利用者がmarunouchiを利
用する機会も増え、さらなる発展が期
待できる年となった。

大きな節目・展開を
迎えた3年目

At a
Glance 低酸素ルームを新設

%69.8
シャワールーム総利用のうち
9～18時に使用された割合

倍2.8
シャワールーム利用回数

約

トレーニングができる低酸素ル 
ームの開設が、今年point 0 
marunouchiで起きた最大の変
化だと言えるだろう。人々の健
康への関心が高まるなか、短時
間で高い運動効果が得られる

「高地」でのトレーニング環境を
再現した低酸素空間におけるフ
ィットネスが注目されている。こ
れを受け、point 0ではダイキン
工業社を中心に低酸素空間にお
ける実証実験を実施。利用者か
らは好意的な感想が寄せられた
（▶P26 PoC 01参照）。

personal roomの変化

個室のpersonal roomでは吸
音パネルの設置などのリニュー
アルが行われたほか、1室を和
室にするという実証実験が行わ
れている。また、以前は追加の
利用料が必要だったこのブース
を無料化したことで、利用率も
向上している。コミッティ各社の
技術力や知見を結集し、より良
い空間づくりのために試行錯誤
と実証実験が繰り返されている。

左はpoint 0 marunouchiで実施
中の木質培地を用いた植物栽培
の実証実験。中央はsatelliteから
marunouchiへ導入となった顔認
証付きインクジェット複合機。右は
marunouchiからsatelliteへ導入
となった音環境ソリューション（吸
音パネル×自然音マスキング）。

上は低酸素ルーム全景。下段は左より大建工業社の調湿壁材、パナソニック社
のスポットライト型プロジェクター、TOA社の音響設備。
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約118
低酸素ルーム利用者人数（平均／月）

人
2022年4月に開設後、月平均約118人と利用者
も上々だ。これに伴い増えているのが、同じ並
びに設置されているシャワールームの利用回
数である。開設前と比べて約2.8倍。仕事中の
リフレッシュに運動しシャワーを浴びる、という
新たなワークスタイルが実践されているようだ。
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marunouchiの
取り組みを広げ
るだけではなく、
sa t e l l i t eから
marunouchiへ
ソリューションが
持ち込まれると
いう相互作用が
生まれている。

point 0という名称には、物事の「再定義」をする、新たな動きの「起点」
になる、という意味が込められている。企業や人がオフィスという場を
通してつながり、共同の実証実験やワーキンググループの活動を通じ
て人間中心の働き方、つながり方を模索し、構築していく。参画企業の
拡大やsatelliteの開設を通じて、point 0という点から始まった動きは、
外へ外へと広がっていくのだ。
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利用状況データを
もとにオフィスを
最適化する

By the
Numbers

33.2 %

63.6 % 23.2 %15.2 %

　空間ありきではなく「人」を中心と
したオフィスを目指すpoint 0では、
利用状況のデータをもとにオフィスを
変化させ続けている。あらゆるデータ
を取得し、実証実験を繰り返すことで、
そのときに応じて変わる「最適な空間」
を模索し、追い続けているのだ。
　2021年度は前年に比べ、少しずつ
人がオフィスに戻ってくる様子が見ら

れた。利用者も多少の増減はあるも
のの、極端な減少は少なくなってきて
いる。打ち合わせなどについても、オ
ンライン厳守ではなく、目的に応じて
対面を選択したり、ハイブリッドで行
われる場面も増えてきただろう。そん
ななか、point 0 marunouchiを中心
に見えてきたオフィス利用の変化につ
いて数字をもとに紹介していく。

利用者数が底を打ったのは2020
年4～5月で、日本が初めての
緊急事態宣言下でロックダウン
状態になった時期である。その
後、宣言の解除に伴って利用者
数はCOVID-19の感染者数に
呼応するかのように増減を繰り
返している。21年9月以降、感
染者数の減少に伴って利用者数
は宣言前よりも増加していたが、
22年2月の急激な感染拡大で再

び急な減少を見せる。ただし、
感染が急拡大した割には、その
下がり幅は少なかったと言えるだ
ろう。その後、4月以降は再び増
加傾向にある。このようにオフィ
スの利用は感染状況と明確に連
動していることが分かるが、感染
が急拡大しても利用者数が激減
することはなくなったとも言える。
COVID-19との付き合い方にも
変化が見られた1年となった。

ゲスト来訪者数の増加は、利用
者との対面での打ち合わせや、
見学の増加を意味する。2020
年度までは減少傾向だった会議
室の利用率が、若干ながら回復
を見せたこともその表れだ。た
だし、引き続き密を避けるという
意識が高く、広い会議室が利用
される傾向にあることも分かって
い る。6人 収 容 のMTG 1、
MTG 2は昨年から若干利用率

を下げた一方で、12人収容の
MTG 3は利用率が1.1ポイント
向上。オンライン上のコミュニケ
ーションが拡充し、それを軸にし
た働き方が定着化しつつある一
方で、現地現物を見て話をした
いといった、対面する価値の見
直しも進んでいる。オンラインの
利便性を生かしつつ、今後も目
的に応じてオフラインを選択する
場面が増えそうだ。

MTG1 （昨年より 3.6pt DOWN）

フォンブース利用率

倍1.5
personal room
平均利用率(無料化前・後)

約

会議室には、オンライン会議を快適に行うためのツールが揃っており、オンライン・オフラインの
ハイブリッド型の会議もスムーズに実施できる。

500,000

375,000

250,000

125,000

0

2,000

1,500

1,000

500

0

会員登録者数

月別利用者数

長時間滞在者が増えているのは、
point 0 marunouchiの居心地
のよさが起因しているのではない
だろうか。例えば、オンライン会
議などに加え、集中して作業を
する利用者が増えたことで、個
室の需要が高まっている。フォン
ブースは63.6％と高い水準を維
持。音環境ソリューションや空気
の循環設備が整えられており、
オンライン会議をストレスなく行

える環 境 で ある。personal 
roomでは音環境や内装木質化、
和室化など、空間の質向上や生
産性向上に関する実証実験が行
われており、オンライン会議から
作業まで、一人で集中できる環境
が整えられている。ブースの無料
化とも相まって、利用率が無料化
前の約1.5倍となった。このよう
な改善の一つひとつが、居心地
のよさにつながっているのだろう。

長時間利用者が微増
1～4時間の短時間利用者数が昨年度の38.7％から今年度は
33.3％に減少し、5時間以上滞在する長時間利用者が増加した。

3FOCUS

2022年4～6月にかけてゲスト来訪者が増加傾向に 
緊急事態宣言の発令時には落ち込んでいたゲスト来訪者数も増
加。2022年6月には632人まで増えた。

2FOCUS

会員数は堅調に推移し、月別利用者数も増加傾向に変わりつつある 
月別の利用者数を見ると、2020年4月や12月には極端な減少が見られたが、21年以降は緩やかな増加傾向にある。利用者数の増減に
COVID-19の感染者数との連動性が見られたのは興味深い結果となった。

1FOCUS

※ 2022年3月よりmarunouchi会員システムをsatellite会員システムに統合。

ゲスト来訪者数

point 0 marunouchi利用者数

東京都COVID-19陽性者数

Meeting Room別の利用率
（2021年7月～2022年6月） 2020年7月～2021年6月

36.8%
2020年7月～2021年6月
35.3%

2020年7月～2021年6月
36.2%

MTG2 （昨年より4.1pt DOWN）
31.2 %

MTG3 （昨年より1.1pt UP）
37.3 %
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9月28日
point 0 annual report 
2021-2022発行

1月24-25日
point 0 ignite 
winter2022
point 0 marunouchi
ハイブリッド開催

7月21日
ボードゲーム大会

4月21日
ボードゲーム大会

4月27日
ゆるラン 5月27日

ゆるラン

5月19日
アウトドア部
ボードゲーム大会
日本酒部　

11月26日
ゆるラン

12月8日
読書部　発足

1月14日
ボードゲーム大会

1月27日
ゆるラン

12月22日
ボードゲーム大会

12月23日
ゆるラン

10月18日
ボードゲーム大会

10月29日
ゆるラン
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2021

３月
ソフトバンク脱退
清水建設脱退
モンデリーズ・
ジャパン脱退

主催: point 0 marunouchi
形態: オンライン

7月16日
２周年感謝祭

主催: 大建工業
形態: ハイブリッド

7月29日
"sound40.0”

主催: TOA
形態: オンライン

10月7日
sound2.0

主催: パナソニック
形態: オンライン

9月29日
olympic.0

主催: JT
形態: オフライン

10月21日
Z世代ワークショップ

主催: JT
形態: オフライン

11月17-19日
アイディアソン参加

主催: ダイキン工業
形態: オンライン

10月29日
daikinDX.0

主催: ライオン
形態: ハイブリッド

11月26日
mint.0

主催: 東京海上日動
形態: ハイブリッド

9月30日
insurtech.0

主催: アサヒビール
形態: オンライン

12月7日
SDGs.0

主催: オカムラ
形態: ハイブリッド

12月22日
zaitaku.0

主催: point 0 marunouchi
形態: オンライン

12月17日
year end party

主催: ソフトバンク
形態: オンライン

2月22日
healthcare.0

主催: 丹青社
形態: オンライン

3月24日
degi×physi.0

主催: 鹿島建設
形態: オンライン

6月10日
imaDOKI★GENBA.0

主催: セイコーエプソン
形態: ハイブリッド

6月13日
wellness.0

主催: MYCITY
形態: オンライン

5月26日
Remote Work 
Security
「Any Place」 × .0

主催: 野村不動産
形態: オンライン

5月27日
『まだ見ぬ、Life & 
Time Developer へ』 
× .0

主催: ＴＯＴＯ
形態: オンライン

11月4日
insight of toilet.0

主催: point 0 marunouchi
形態: オフライン

7月1日～七夕
七夕-短冊

主催: 小熊さん
形態: オフライン

10月25日
お野菜販売

主催: point 0 marunouchi
形態: オフライン

10月27日
ハロウィンイベント

主催: 健康WG

2月21日
アクアポニックス設置

主催: 読書部

3月24日
本棚設置

主催: point 0 marunouchi

4月1日
低酸素ルームOPEN

主催: 大建工業
形態: オフライン

4月17日
第1回バジル＆シソ祭り

主催: point 0 marunouchi
形態: オフライン

1月11日～21日
書初めイベント

主催: point 0 marunouchi
形態: オフライン

1月6日
整体体験イベント

主催: point 0 marunouchi
形態: オフライン

12月23日
整体体験イベント

主催: 丹青社
形態: オフライン

12月8日
茶道体験イベント
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独自の事業を生み、新しいステージに入った
point 0 marunouchiで行われてきたこと

Timeline & Highlights

2021年7月から2022年6月までに実施した数々のイベントや活動を振り返る。



ボトムアップで始まった勉強会や、
Z世代の活躍、そしてサテライトの拡大。
まだ完全には日常が戻らないなか、
歩みを止めないpoint 0の人々にフォーカスする。

Feature of 
2021-2022

point 0 marunouchiを訪れるとまず
最初に目に入るのが青々とした本物
のグリーンだろう。パートナー企業に
よる丁寧なケアと、各社のソリューシ
ョンにより快適に保たれた室内環境
により、年中元気に成長している。枝
葉の間から木漏れ日のように感じら
れる光も、心地よさのひとつだ。

　point 0では数々のワーキンググル
ープやイベントが活発に行われている
が、今期、目覚ましい成果を見せて
いるのが「IT勉強会：Tech.0」（以下、
Tech.0）だ。その成功の理由がどこに
あるのか。勉強会のオーガナイザーと
して中心的役割を担う、マイクロソフト
（以下、MS）の濱田隼斗氏と、班長
4名に話を聞いた。

―Tech.0が立ち上がった経緯を教
えてください。
濱田隼斗（以下、濱田）　point 0の
いくつかのプロジェクトが難航している
という話を見聞きする中で、テックリテ
ラシーを向上させることで解決できるこ

とが多そうだと感じていたことに加えて、
ITについて勉強する機会がほしいと
いう声も聞いていました。私はMS本
社所属でAIを専門にしており、エン
ジニア系のイベント、例えばイントラプ
レナー（社内起業家）の育成プロジ
ェクトやオープンハックというハッカソン
＋ディスカッションのプログラムなどを
実施していたのですが、それをpoint 
0でもやってみたいという気持ちもあり
ました（MSのミッションは「地球上の
すべての個人とすべての組織が、より
多くのことを達成できるようにする」と
いうもの）。そこで役員にアイデアを話
したところ、「いいよね」ということに
なって。小さな規模で始めるつもりが、

これまでとは異なる共創を
生み出す源泉となった
自然発生的なIT勉強会：Tech.0
企業間の共創を成功に導く
ひとつの鍵となるITリテラシー。
その底上げの必要性を提唱したのは
マイクロソフトの濱田氏だった。
何気ない提案から始まった取り組みは
約40名のメンバーを抱えるまでに成長。
そこで始まったのは、
これまでにない企業同士の
コラボレーションと
ソリューションの創出だった。

Cross Talk1 
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手を挙げてくれる人が多くて約40名の
大所帯に（笑）。それが今年2月のこ
とです。枠組みとしては、プロジェク
トによって班をつくり、2週間に1度、
定例会を設けて班長が集まり、進捗
確認を含めてコミュニケーションを取っ
ています。

―皆さんが勉強会に参加した動機
を教えてください。
大内佑美（以下、大内）　鹿島建設
のDXを推進する部署にいるのですが、
自分自身を含めて社内のITリテラシ
ーはまだ向上させる余地があるので、
何かヒントのある場所はないかと探し
ていたところに声をかけてもらいました。
社内にこれほど実践的な勉強会はな
かったので、今後、自分が主催する
側の知識としても非常に役立つと思っ
ています。
宇高沙織（以下、宇高）　オカムラ
社内のDXリテラシーを高める社内教
育プログラムを担当していますが、個
人的に空間の映像演出にずっと興味
があり、ARをオフィス空間でやってみ
たいという構想を何年もあたためてい
たんです。今がチャンス！と思って申し
込み、班長にも立候補しました。
川名明彦（以下、川名）　野村不動
産ホールディングスのDX・イノベーシ
ョンを推進する部として、新規事業開
発や、住宅事業・都市開発事業など
の既存事業をデジタル活用によって支
援するのが主な業務です。以前、
MSの濱田さん主催のハッカソンイベン
トに参加した際に、技術に触れること
の重要性を痛感しました。そんな折、
Tech.0のことを知り参加を決めました。
西山佑香（以下、西山）　JTのICT
推進チームで、社内デジタルツール
の利活用促進を主に担当しています。

Tech.0は先輩の紹介で説明会に行っ
たのですが、企画を立てて、組織に
持ち込んで反映させるところまでやる、
というのがとてもいい取り組みだなと
思いました。自分の興味のあることで
組織に還元できることに魅力を感じ、
やってみようと。とりわけ熱があること
がメンバーにも伝わったのか、気が付
いたら班長になっていました（笑）。

―皆さん、明確な目的意識を持って、
自発的に参加されているわけですね。
濱田　ITというのは今から10年後、
自身のキャリアのためにも絶対に身に
付けなくてはいけないものですが、日
常の業務に追われ、学ぶための教材
もなければ、一緒に歩む仲間も、後
ろからつつくような存在もいない、とい
うのが現状です。あったらいいなと思
っていた「場」がこの勉強会。始め
てみたら、いきなりARのアプリが上
がってきたり、エンジニア顔負けの質
問が飛んできたり。皆さんの熱意とス
ピード感、求められるレベルの高さに
驚きました。

―勉強会でのテーマは、所属企業
や業務には活かされていますか。
大内　私の班では、スキルを可視化
するアプリケーションを企画しました。
現在の業務には一見関係しないスキ
ルを皆が持っています。意外なスキル
というのはその人を知ることにも役立つ
し、業務上の思わぬところでそれぞれ
の知識が活きたりする。そんな人材の
リソースを無駄にしないためにスキル
の可視化を実現しようというテーマで
す。この勉強会で得た実務的な知識
は、事業やサービスを設計する上流
の部分でとても役立っていて、自分で
要件定義をできるようになったのは大

きな収穫です。
宇高　私たちはUnity等のソフトを使
ったARの作成に取り組みました。オ
フィスの空中に思わずタッチしたくなる
ようなリアルなオブジェクトを出したり。
オカムラは空間をつくる会社なので、
ARなどのデジタル的な演出がきっと
必要になってくると思ったのです。そう
いうタイミングが来たときに、動くもの
をつくって見せられればきっと役に立
つ。アイデアを形にした試作品を自分
たちでつくれるというのはいいですよね。
川名　乗り合いタクシーの配車予約ア
プリをテーマに、すでに実証されてい
るアプリを模倣して、サンプルをつくり
ました。サービスや企画を考えて社内
でオーソライズを取る際、プレゼン資
料よりも実際にモノを見せるほうが合
意形成が早い。Tech.0で得たスキル
を社内にも展開し、つくったモックを
見せることで、なるべく早く事業開発
のサイクルを回していけるように体制
化していきたいと考えています。
西山　私たちのテーマはPythonを使
ったWebスクレイピングです。これま
では、人の手で収集した情報を社内
SNSに載せていましたが、時間も労力
もかかる。自動化できたらいいよね、と
いうところから始まりました。将来的に
は国内外の喫煙に関する情報なども
Webスクレイピングでキャッチアップで
きたらいいなと思っています。Python
を学ぶにあたって、何も知らない状態
からWebスクレイピングはできない。そ
こで、まずProgateというWeb教材を
提供してもらい、これを10人の仲間た
ちと毎週、決まった時間に一緒に勉強
しました。学びながら実践し、スキルア
ップできたし、Pythonを学んだこと、
ツールを理解していることがアイデアの
想起にも活かされていると思います。

―Tech.0から得た気づきや影響に
ついて教えてください。
川名　モノづくりを通して、いろんな
企業の文化の違いやルールを聞きな
がら、意見を出し合って、工夫するプ
ロセスにより、自然と気軽に話し合え
る仲になりました。また、メンバーだけ
でなく、チーム間でもコミュニケーショ
ンが取りやすくなりました。これまでに
なかった企業間接点も生まれたので、
活かしていきたいですね。
大内　ITということで、今までコラボ
を考えてこなかった企業同士も接点を
持つようになりましたね。
宇高　Tech.0をやったことでpoint 0
に関わる人の裾野が広がった気がしま
す。興味があるから参加者が増えて、
それが今後、実証実験にもつながっ
ていくのではないでしょうか。
大内　こういうプロジェクトは一人のや
る気だけではなかなか進まないけれど、
楽しい形で適度なプレッシャーを与え
られることで、大変ではあるけれど笑
顔で頑張ることができています。
西山　確かに、私にとってもこうした
プロジェクトに向き合うマインドや仕組
みづくりというのは大きな収穫でした。
こんな切り口もある、こんなやり方もあ
る、という選択肢もぐっと広がったとい
う感覚が得られたので、今後はそれを
活かしていきたいですね。
濱田　point 0にはアプリやWebサー
ビスのようなITサービス系のプロジェ
クトがほとんどなかったからか、この
勉強会を始めてから、皆さんに「あ
れつくれない？」「これできない？」と
いったような相談を驚くほどたくさん受
けるようになり、大きな可能性と需要
を感じています。勉強するフェーズは
いったん区切り、今後新たな形に発展
させていきたいですね。

おおうち ゆみ◎デジタル推進室
大内佑美　鹿島建設

うたか さおり◎DX戦略部 DXアカデ
ミー室

宇高沙織　オカムラ

にしやま ゆか◎営業サポート部　
ICT推進チーム

西山佑香　JT
野村不動産ホールディングス
かわな あきひこ◎DX・イノベーショ
ン推進部DX推進室

川名明彦

はまだ はやと◎クラウド＆ソリューシ
ョン事業本部 インテリジェントクラウ
ド統括本部

濱田隼斗　マイクロソフト

Cross Talk1 1514 Feature of 2021-2022



革を遂行したのですが、その際に培っ
た知見をもとに、お客様にコンサルテ
ィングサービスを提供することが、私
の所属するチームの使命。point 0に
参画したのは、参画している企業との
共創活動を通じてオフィスづくりに資
する知見を養うという目的があります。
一柳薫（以下、一柳）　私は商品企
画部に所属しており、新しい分野とし
て力を入れているオフィス空間の快適
性や遮音性などに役立つ知見を得る
という目的で参加しています。そのた
めに、point 0に参画する社外の方と
日々コミュニケーションを取ることで、
新しい気づきや実証実験へ発展させる
ことがミッションです。

―実際に働いてどんな印象をお持
ちですか？
斎藤貴大（以下、斎藤）　一番感じ
るのは企業間の壁がないということ。
他社と共創する場合、対会社を意識
しすぎてしまい、どうしても堅苦しい感
じになりますが、point 0ではまったく
そんな雰囲気はありません。フランク
に接していただけるので、自由に意見
やアイデアを出せます。
川野辺晏実（以下、川野辺）　私は、
効率ワーキンググループに所属しまし
たが、年齢やキャリア、役職に関係な
く、メンバーの方は全員「さん」付け
で呼び合っています。若手社員だか
らと気おくれすることなく他社の方 と々
交流できる雰囲気だからこそ、さまざ
まな実証実験や事業開発などの企業
間共創が生まれやすいのだと思い 
ます。
菊地　手を挙げれば任せていただけ
るという文化もあります。私はデータ
活用ワーキンググループに所属しまし
たが、せっかくのチャンスなので自ら

リーダーになりました。大手企業に在
籍していると、入社して数年の若手社
員がチームリーダーを任されることは
まずないですから、貴重な経験をして
いるという実感が強いです。この経験
は自分のスキル向上に多いに役立っ
ていると思います。
白川　幅広い業種の企業が参画して
いるので、何かあれば、専門家にす
ぐに聞ける環境というのもありがたい
です。自社でそれだけの専門知識を
持つ人はなかなかいませんし、接点も
ない。point 0では、知見が広がると
いうメリットをすごく感じています。そ
れから、同じ悩みを共有できる仲間が
いるのも大きいです。
川野辺　同感です。point 0内では
アイデアが形になって実証実験へとス
ピーディーに進展できるのですが、そ
れを自社に持ち帰ったときに理解を得
るのが難しい場面に遭遇します。これ
は今後の課題で、自社内を納得させ
るスキルやプレゼン力を磨かなければ
いけないと感じています。
蔭山　やはり、point 0と自社内では
問題意識や目的意識が違いますし、
差を感じることもあります。そういう意
味でも、この中で感じている空気感や
共有していることを自社内に伝えてい
くことも我々の役割だと痛感します。

―Z世代の皆さんが考えるこれから
の働き方、そしてオフィスのあり方とは
どのようなものですか？　
一柳　私はpoint 0で働き始めてまだ
2カ月ほどですが、自社で働いていた
ときとは異なり、多くの人と接点が持
てて、それぞれの視点や考え方に刺
激を受けています。これまでは勤務中
に休憩しているのは「悪」と捉えてい
ましたが、疲れたときは仮眠するのも

　企業間の垣根を越えて、同じ空間
を共有し、意見交換をしながらワーキ
ンググループを立ち上げ、実証実験
に打ち込む。前例のない共創に挑む
参画企業の社員たちの活動は、すべ
てが未知への挑戦といっても過言では
ない。そんな中、とくに社会人として
スタートして間もない20代のZ世代の
社員たちは、point 0での働き方に何
を思い、どのような可能性を感じてい
るのだろうか。

―どのようなテーマを持ってpoint 
0で働いているのか教えてください。
蔭山貴也（以下、蔭山）　私たちライ
オンのメンバーはイノベーションラボに

所属していて、2つのミッションを持っ
てpoint 0に参加しています。一つは
point 0で得られた人的ネットワークや
実証実験で得られた成果を既存事業
に還元すること。そしてもう一つは、
point 0で得られたアイデアや成果を
新規事業に転換していくことです。
白川のこ（以下、白川）　TOAでは
「音の報せる力」というコアコンピタン
スを掲げて、音による空間の演出など
を行っていますが、その専門領域に
関する実証実験を行うことで新たな事
業を創造するというミッションがありま
す。
菊地有希（以下、菊地）　三菱地所
は2018年に本社を移転して働き方改

point 0で若手時代を
経験するZ世代たちが思う
これからの働き方
ベテラン・経営層から若手まで、
幅広い層が在籍しているpoint 0。
とりわけZ世代にあたる若手は
point 0をどのように捉えて、
活動、活用しているのか。
また、働き方の再定義を掲げる空間で
どのような可能性を感じているのだろうか。

Cross Talk2 

かげやま たかや◎研究開発本部 戦
略統括部 イノベーションラボ

蔭山貴也　ライオン

いちやなぎ かおり◎商品企画部 イ
ノベーション課 兼 音響製品部 開発課

一柳薫　大建工業

かわのべ あみ◎研究開発本部 戦略
統括部 イノベーションラボ

川野辺晏実　ライオン
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いいと考えるようになりました。じっくり
と一人で考えたいときはブースを使い、
他の人と意見交換をしたいときはオー
プンスペースを活用するなど、メリハ
リのある使い方で生産性が上がる気が
します。
斎藤　とにかくpoint 0ではみんなが
活発に動いて、多くの人と接点を持ち
ながら働いています。これは私の勝手
な解釈なのですが、「仕事」と言えば、
その漢字の通り「事」に「仕える」と
いう堅いイメージがありました。です
が、point 0では「人」が「動く」イ
メージで、ちょっとした雑談からアイデ
アが生まれ、そこから実証実験、そし
て事業へと発展していく。まさに、「働
く」を実現できる場所だと感じていま
す。この経験を社内に持ち帰って、新
しい働き方にシフトしていくよう働きか
けたいという思いは強いです。

―point 0だからこそできるソリュー
ションのあり方や社会に与える影響力
とはどんな点だとお考えですか？　
白川　異なる分野の専門知識を掛け
合わせることで新しい価値創造ができ
るのがpoint 0の強みだと思います。
もうひとつ、さまざまな分野の人たち
が出会うことでチャネルが増えることに
より、自社だけでは持ちえなかった商
流に対しても新しいサービスが展開で
きると思います。
蔭山　新しい働き方の先行事例になる
と考えています。仮眠スペース以外に
も、ビールサーバーや低酸素ルームが
あるなど、設備面でも10年後には当
たり前になるかもしれないオフィスのあ
り方を先行していると捉えています。こ
うした柔軟な働き方がこれからのスタ
ンダードになっていくような気がしてい
ます。

斎藤　現在、point 0で実践している
実証実験や仕組みづくりによって利益
を得られるようになってきたら、さらに
大きな影響を与えられると思います。
さまざまなところで、point 0のような
新しい形の共創の仕組みが、社会に
広がっていくのではないでしょうか。

―最後に今後、point 0でチャレン
ジしたいことについて教えてください。
蔭山　point 0で実践していることを、
社内コミュニケーションの活性化の手
段として提案すること。自社に閉じこ
もるのではなく、社外の人と接する機
会を増やしてオープンイノベーションを
推進していきたいです。
斎藤　今、ちょうど「エンジニアプロ
ジェクト」が新しく立ち上がり、私もそ
こに所属しています。このプロジェクト
では、実際に案件を受注することを目
指していますので、ぜひ収益を上げる
という目標を達成したいですね。
白川　私の目標はZ世代だけで企業
間コラボをして、新しいビジネスやサ
ービスなどを生み出すことです。ここ
にいるみんなとぜひ成功させたいと考
えています。
菊地　私は人の交流を可視化したい
と考えています。新しい価値やビジネ
スを生み出すにはオフィスでのコミュ
ニケーションは不可欠だと思いますの
で、交流を可視化することで交流促
進の施策を考えるきっかけづくりにして
いきたいです。
川野辺　ライオンの新規事業を創出
するという私自身のミッションを、ぜひ
実現したいと思います。
一柳　私も白川さんと同じで、若手同
士の交流を深め、各社の知見を活用
して新しいことにチャレンジしていきた
いです。

さいとう たかひろ◎研究開発本部 
戦略統括部 イノベーションラボ

斎藤貴大　ライオン

きくち ゆき◎ビル営業部 FMコンサ
ルティング室

菊地有希　三菱地所

しらかわ のこ◎ネクストビジネス推
進室

白川のこ　TOA
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ユーザー目線で見る
point 0 satelliteの可能性
point 0が中心になりコミッティー企業やパートナー企業との
新しいビジネスの創造を果たしたpoint 0 satelliteは、
point 0が目指すべきビジネスのあり方を示した事業でもある。
そのプロジェクトの経緯とともに、ユーザーから見たpoint 0 satellite、
そして今後の戦略についてレポートする。

Satellite

内部空間や利用者向けシステムなどの企画立案、そして技術提供をpoint 0に参画するコミッティー
企業が行い、パートナー企業が施設展開を担うpoint 0 satellite。写真は上から、阪急阪神ONS 神戸
三宮の会議室、REALab 立川の内部空間、REALab 二子玉川で初導入されたスモーキングルーム
（左）、阪急阪神ONS 京都河原町の個室とバイオフィリア環境（右）。

阪急阪神不動産
・阪急阪神ONS 千里中央
・阪急阪神ONS 神戸三宮
・阪急阪神ONS 大阪梅田
・阪急阪神ONS 京都河原町

野村不動産ホールディングス
・ H1T Lab powered by point 0 
新宿野村ビル(東京・新宿)

三菱地所リアルエステートサービス
・REALab 立川
・REALab 二子玉川

阪急阪神ホテルズ
・阪急阪神ホテルズ
大阪新阪急ホテル（大阪・梅田）

・阪急阪神ホテルズ
京都新阪急ホテル

・阪急阪神ホテルズ レム新大阪
・阪急阪神ホテルズ レム秋葉原
・阪急阪神ホテルズ レム東京京橋

エフ・ジェイ ホテルズ
・ エフ・ジェイ ホテルズ 
THE BASICS FUKUOKA 
（福岡・博多）
・ エフ・ジェイ ホテルズ 
ホテルフォルツァ博多駅筑紫口Ⅰ

サッポロ不動産開発
・ ホテルクラビーサッポロ 
（北海道・札幌）

point 0
・point 0 marunouchi（東京・丸の内）

●拠点情報
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密接な交流から生まれた事業

　2020年5月、日本のみならず世界
が未知のウイルスであるCOVID-19
に注視していたころ、ひとつのプロジ
ェクトが産声を上げようとしていた。後
のpoint 0 satelliteプロジェクトであ
る。従来のようにセンターオフィスに社
員が一堂に集まって働くことはできず、
この状況がいつまで続くかわからない
中、サードプレイスのニーズが増え、
新しい働き方に代わるという予測のも

長からpoint 0 satelliteの話を聞い
てすぐに登録。予約もスマホですぐ
に取れるなど使い勝手がよいので、
移動の合間に活用しています」
　同じ三井住友カードの関友美氏は、
東京・新宿にあるH¹T Lab新宿野
村ビルを利用するユーザーだ。コロ
ナ後は在宅で働くことが多くなった
が、ご主人も在宅のため、会社が契
約しているサテライトオフィスを利
用するようになったという。
「実は他社のサテライトオフィスも
利用していますが、point 0 satellite
は開放感があるうえに植栽をふんだ
んに使って、特別な空間というイメ
ージがあります。今では企画立案な
ど集中したいときには必ずpoint 0 
satelliteを利用しています」

point 0 marunouchiとの
相互利用も可能

　point 0 satelliteの特徴のひとつ
として無人運営が挙げられる。入室
はpoint 0 marunouchiでの実証実
験を踏まえて開発したクラウド型の
顔認証システムを導入し、安心・安
全のセキュリティ環境を提供。空調
や温度管理なども遠隔で行っている。
しかし、こうした無人運営は利用者
に対して無機質なイメージを与えて
しまうことも考えられる。この点に
ついてユーザーはどんな印象を抱い
ているのだろうか。
「無人だから無機質という印象はま
ったくないです。それよりも入室時
に煩雑な手続きもいらず、目的の部
屋に直行できるのでストレスがあり
ません」と清川氏が感想を述べれば、
異口同音に国本氏も「入退室に限ら
ず予約システムなどインターフェイ
スにも非常に力を入れているので、

と、プロジェクトはスタートする。
「すべてがまったくの0からの立ち上
げでした。しかし、最終的には室内
空間設計や設備、運営方法まで、自
分たちの手で生み出すことができまし
た。それができた一番の要因は、日
頃から共創活動を行っていたという基
盤があったということですね。幅広い
分野のコミッティー企業が日頃からコミ
ュニケーションを図っていますが、そ
の延長でアイデアが生まれ、加速度
的に議論して立ち上げられたのが成
功の要因だと捉えています」
　そう振り返るのは、point 0 satellite
を取りまとめてきた稲畑伸一郎氏であ
る。21年4月に第1号店を開設後、
阪急阪神不動産、野村不動産ホール
ディングス、三菱地所リアルエステー
トサービスなど大手デベロッパーとの
提携を中心に、急成長を遂げている。
　また、業務内容や状況に応じて時間
と場所を選ぶABW（Activity Based 
Working）の考え方に則り、ホテル
の客室を利用した個室型サテライトオ
フィスも開設しており、その数は飛躍
的に伸びることが予想される。

仕事に集中できる快適な空間が魅力

　コミッティー企業の技術の融合で

効率的に時間を使い
たい私のニーズにぴ
ったり合っていま
す」と概ね好評であ
る。
　 さ ら に 今 年、
point 0 satelliteユ
ーザーが、point 0 
marunouchiも使え
るようになったのだ
が、初めて訪れた関
氏はこう述べる。
「実は今日初めてmarunouchiを訪
れたのですが、satelliteにはない魅
力を感じています。個室だけでなく、
会議室やオープンスペース、仮眠室
など様々な目的の設備が揃えられ、
多様な使い方ができると感じていま
す。しかも多くの方がイキイキと働
き、活気があるのもいいですね。ぜ
ひこちらも利用したいです」

全国の主要都市に拠点を拡大する

　業務内容に合わせて自由に場所を
選ぶ働き方が定着してきたが、そん
な新しい時代の働き方についても聞
いた。
「これからは時間と場所に制約を受
けない働き方が当たり前になると思
います。弊社でもコールセンターな
ど一部の部門を除けば、テレワーク
を推奨しています。そのときに大切
なのが、きちんとパフォーマンスを
上げられる環境を用意すること。そ
ういう意味でも、最先端の技術を数
多く導入し快適な空間づくりをして
いるpoint 0 satelliteは完成度が高
いと感じます。今後は、グループ企
業との会議などにも活用していきた
いと考えています」（国本氏）
　清川氏もABWを推奨する一人。

生まれた個室型サテライトオフィス
のpoint 0 satellite。そこにはpoint 
0 marunouchiで行われた実証実験
の成果が数多く活かされている。そ
んなpoint 0のノウハウが詰まった
個室型サテライトオフィスをユーザ
ーはどのように利用しているのだろ
うか。「REALab 二子玉川」の利用
者であるJTの清川栄一氏は次のよ
うに語る。
「今年の4月から利用しています。
それまでは在宅でテレワークをして
いましたが、オンライン会議が多く、
社外秘の内容を話すことも多いので、
音が漏れる心配のない空間の必要性
を感じていました。point 0 satellite
は音が室外に漏れる心配もなく、し
かもリラックスしながら集中できる
空間で、以前とは比べものにならな
いほど集中できるようになりました」
　三井住友カードの国本應成氏も同
様の感想を抱いている一人である。
「私は出張が多く、新幹線に乗るま
での短い時間でもオンライン会議を
することがあります。以前は喫茶店
などを利用していましたが、周りが
気になって発言しづらく、聞き役に
なることも多くストレスを感じてい
ました。そんな中、こちらの石原社

きよかわ えいいち◎常務執行
役員　

清川栄一　
JT

くにもと おうなり◎法人営業部
（大阪） 部長

国本應成　
三井住友カード

いなはた しんいちろう◎取締
役

稲畑伸一郎　
point 0

せき ともみ◎アクワイアリング
統括部（東京）プロフィットデザ
イン室　

関友美
三井住友カード

REALab 二子玉川の個室

阪急阪神ONS 神戸三宮の個室

「以前の会社のオフィスは『行かな
ければならない場所』でしたが、今
では『集まりたいときに集まる場所』
に変化しています。TPOに合わせ
てもっとも適した働く場所を選べば
いい。そのときに集中かつリラック
スできるpoint 0 satelliteは、重要
なインフラになり得ると思います」
と評価する。
　実は清川氏と国本氏は、ともに全
国を飛び回る仕事に従事していると
いう共通点がある。清川氏は全国の
支社を頻繁に回り、国本氏も関西圏
を中心に顧客への営業に奔走する。
そのときに感じるのが地方にpoint 
0 satelliteが少ないという点。出張
先で空いている時間に、業務やオン
ライン会議をしたいが適切な場所が
ないというジレンマがあるという。
point 0では、そんなユーザーのニ
ーズを先取りして、現在の首都圏と
関西圏から全国展開に向けた戦略を
推進中である。
「25年までに提携店も含めて全国
に300店舗まで増やすという目標を
掲げています。地方の主要都市にも
拠点をつくり、より利用しやすくし
たいと考えています」（稲畑氏）
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リモートワークが普及するなか、利用
者同士の交流をうたうコワーキングス
ペースやシェアオフィスが増えたが、
point 0ではそのための接点やきっか
けを自然な形で生み出すための仕掛
けを意図的かつ積極的につくっている。
その成果もあってか、肩書きには寄ら
ない、人と人との会話やつながりを感
じさせるカジュアルなコミュニケーショ
ンがあちらこちらで見受けられるのが、
point 0の特徴だ。こうしたつながり
が協創／共創のきっかけになるに越し
たことはないが、Z世代の交流のよう
に異なる企業間で横のつながりを生み
出していることも大きな価値の一つだ
ろう（▶P16 Cross Talk2参照）。協
創／共創の難しさや仕事上の悩みを
持ち寄ることで共感を得られたり、新
たな視点に気づくこともあるかもしれな
い。こうしたつながりはサービスやソリ
ューションだけではない、新たな価値
を生む可能性を秘めているのではない
か。そんな期待を抱かせるのがpoint 
0の「つながり」だ。

つながりとイノベーションが自然に生まれる環境を育む
ただ同じ場所で別々の仕事をしているだけでは人とのつながりは生まれにくい。
企業や肩書きを超えた人と人とのつながりを生む仕掛けが多いこともpoint 0の特徴の一つだ。

Community Management

▶コミッティ会議
協創／共創を進める
ために欠かせないの
が、各社のコミュニケ
ーションだ。空間で偶
発的に生まれるつなが
りだけでなく、より一体
感を深め、ともに空間
をよりよいものにして
いくため、隔週でオン
ラインのコミッティ会
議を開催している。3時
間ほどとやや長時間
ではあるが、平均40～
50人が参加し、コミッ
トの高さがうかがえる。
そのほかにも、毎週水
曜日にYouTubeで配
信するpoint 0放送局
などを通してコミッテ
ィ企業や利用者を積
極的に紹介することで、
さまざまなきっかけを
創出している。

▶アクティビティ
オンラインでのやりと
りが主流になるなか、
対面することの価値や
そこで生まれる関係性
に対する意識が高まっ
ている。point 0では、
空間を活かし感染症
対策に取り組みながら、
少しずつオフラインの
活動も取り戻しつつあ
る。左上は.0カフェと
呼ばれる集まりで、カ
フェの新しい商品やお
いしいコーヒーを話の
種に、人との交流を育
んでいる。右上はボー
ドゲーム部の活動、右
下は映像や音で焚き
火を楽しみながら部活
動横断で交流をする
会。左下の書き初めは
それぞれの人柄を知
るきっかけにもなった。

▶Tech.0
2022年2月から、利用者からの発案により発足したIT勉強会、通称Tech.0は、
この一年における大きな活動の一つだ（▶p13 Cross Talk1参照）。それぞれ
が通常業務をこなすなかでも活動を止めないよう、メンバーでオンライン会
議をつなぎながら作業時間を確保する「もくもく会」も、この勉強会がスピー
ディに進んだ要因の一つだという。実際に1～2カ月ほどでARの制作に成功
したチームもあり、リーダーであるマイクロソフト社の濱田も驚いたという。こ
れまでにpoint 0の共創に参加できなかった企業や利用者も巻き込む形とな
り、point 0という場の新たな価値の発見にもつながっていると言えるだろう。

▶環境
point 0の空間自体にも人との交流を生む工夫があ
る。カフェ前のオープンスペースも人が集まりやすく、
運営スタッフとも気軽に会話ができる場所だ。入り
口左にある本棚も雑談が生まれる場所の一つ。アサ
ヒビール社が実証実験で設置したビールサーバー
前は、仕事終わりに利用するメンバーで賑わうこと
も多く、リラックスした会話が交わされるスポットと
して活用された。読書部を中心にセレクトされた書
籍や雑誌には書店さながらのポップが作成され、
point 0利用者のカルチャーへの関心の高さがうか
がえる。ふだんオフィスで顔を合わせていても知り
得ないような、互いの趣味やプライベートでの顔に
ついて知るきっかけにもなりそうだ。
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BERTH COFFEEが出
店するカフェスペース。
香りのよいコーヒーで
リラックスでき、会話も
弾む。

仕事の合間に瞑想やスト
レッチなどの用途で使用
できるメディテーション
ルーム。朝と夕方にヨガ
教室が開催されたことも。
©2019 Nacasa & Partners

軽井沢で実際に解析し
た風速データを元に、自
然で心地よい風を再現
するダイキン工業の
「Wind Creator」前は、
利用者の人気スポット
だ。

オンライン会議や作
業に集中したい個人
のためのプライベー
ト集中ブース。利用
者からの要望に応え、
扉を設けるなどレイ
アウトを変更した。

ナップルームにはトゥルー
スリーパーとパナソニック
の快眠照明が導入されて
いる。短時間でも深い眠り
に入ることができ、作業効
率の向上につながっている。
©2019 Nacasa & Partners

無料で使用できるシャ
ワールームは、勤務前
後の運動後のほか、勤
務中にも利用され、利
用者の気分転換につ
ながっている。

入り口ではダイキン工
業の「Air Spot」が利用
者を迎える。夏には冷
風、冬には暖気で体温
を調整してくれるため、
施設内の一括した空調
管理にもつながってい
る。

これからの働き方を考える実験場として
雑談や各社の取り組みから得られるあらたな気づきと、そこから生まれるイノベーション。
そして仮説を気軽に検証できる環境。最新の技術やアイデアが集まる場所であるpoint 0では
どんなオープンイノベーションや実証実験が行われ、今後どのような役割を果たすのか。
この1年で開始された24の実証実験を紹介する。

Space for PoC

72
実証実験数

件
参画企業の実験場として活用されるpoint 0 marunouchi
では、この1年間で24件の実証実験が開始された。2019
年7月の開設からの累計では72件にのぼる。この実験で
得られた結果は、働きやすい環境を実現していくために
活用されている。
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テレワーク化が進み、オフィスに集まるこ
とへの意味が問われるなか、対面コミュ
ニケーションの機会創出およびイノベーテ
ィブな思考や議論を促進する空間ソリュー
ションが求められている。

サウンドアーティスト及川潤耶氏 （ソニフィ
デア代表）とのタイアップにより、空間デザ
インに合う立体的なサウンドを、木製ベンチ
に内蔵したスピーカーとセンサーで演出。
Phase2ではカメラの滞在検知機能を使

ベンチ型サウンドアート
「Ruhe ルーエ」を使った音の効果検証

 開発の背景にある課題

 提供する価値・体験や検証結果  今後の展開

TOA

実験フェーズ： Finished

02

い、Ruhe周辺スペースのコミュニケーシ
ョン発生率の推移を5ヶ月間にわたり分析
した。結果、Ruheの音演出がある時は
音演出がない時に比べて、コミュニケーシ
ョン発生率が約30％高いことがわかり、
音による空間演出がコミュニケーション量
に影響していることが示唆された。

今回の検証結果に加えて、アンケートでも
「会話のきっかけになる」といった声が多
く、コミュニケーション誘発ツールとして
マグネットスペースなどに設置可能なサウ
ンドディフューズ端末の開発を検討する。

ビジネスシーンにおける
マウスウォッシュ使用

消毒液の情報提供による
使用率への影響評価

IoTセンサーと連動した空間満足度
評価システムの有用性検証

お口は全身健康の入り口であるにもかか
わらず、後回しにされがちである。ハミガ
キ・ハブラシ以外のオーラルケアグッズ使
用率向上のため、職場でマウスウォッシュ
配布し検証。

マウスウォッシュ使用後の感想として、「気
分転換になった」「気持ちの切り替えにな
った」という回答が上がり、口内の爽快
感だけではなく、気分や気持ちの切り替
えになることが実感された。
今後使用したいシーンとして、「人と会う前」
「気分転換したい時」「ミーティングや仕事
を始める前」などが上げられ、ビジネス
パーソンに日中のオーラルケア習慣を提
案する際には、健康という切り口だけで
はなく、仕事前のリフレッシュしたい時な
ど、具体的なシーンを示すことが有効で
あることが示唆された。

マウスウォッシュ以外のプラスケアアイテ
ムについても同様にビジネスシーンにおけ
る使用可能性を探っていくことを検討。

新型コロナウイルスの感染拡大を機に、
消毒やマスクをするなどの衛生行動は定
着してきた一方、こうした行動にストレス
を感じるという声も多く聞かれる。

衛生行動を義務的なものから積極的にし
たいと思えるものに変えることを目指すべ
く、まずは人が行動変容する因子の特定
をすることを始めた。
実証実験では、消毒液の設置場所付近に
人々の行動を喚起させるようなメッセージ
を提示することで、手指消毒を行う人の
割合は増加するのかを検証した。その結
果、行動喚起メッセージによって手指消毒
をする人の割合は増加する傾向にあるこ
とが明らかとなった。

今後はナッジ理論などを参考にして、さり
げなく手指消毒ができる仕組みを開発し、
空間や街の清潔に貢献していくことを目
指す。

空間の満足度を調査することで空間・環
境のどこに、何に不満を感じているのか、
データを取得し、さらに環境データの実数
値と掛け合わせることで、IoTセンサーに
よる空間価値向上の糸口を探った。

その時点の主観的な3段階の満足度につ
いて、設置されたタブレット端末をタップ
するだけで匿名かつ簡単に回答できるア
ンケートシステムを採用した。「満足」や「普
通」に対して「不満」が最も少ない結果
となり、point 0の高環境性を再度把握で
きた。一方で、一部環境に課題があるこ
ともわかった。IoTセンサーの温湿度を組
み合わせて分析すると、温度が急激に変
化した際に不満が発生することが読み取
れ、温湿度数値そのもの以上に「変化」
が重要であることがわかった。

匿名で簡単に回答できることでデータとし
ての扱いも容易であり、アンケートシステ
ムそのものの有用性も確認できた。今後
はこれを応用し、店舗における売上や利
益などの購買データとも掛け合わせること
でサービスの向上を図るなど、他分野へ
の展開も目指す。

 開発の背景にある課題  開発の背景にある課題  開発の背景にある課題

 提供する価値・体験や検証結果
 提供する価値・体験や検証結果

 提供する価値・体験や検証結果

 今後の展開

 今後の展開

 今後の展開

ライオン ライオン 丹青社

実験フェーズ： Finished 実験フェーズ： Finished 実験フェーズ： Finished

03 04 05

継続的な利用につながる仕組みや情報提
供、運用方法の改善などを検討すると共
に、空調機ｘ調湿や消臭機能を有する建
材を取り入れた、より運動に適した空気
環境の検証を行う。

忙しく時間がないオフィスワーカーは運動
する機会がないため、生活習慣病などの
健康リスクが高くなっており、短時間で効
果的な運動空間のニーズが高まっている。

当社の酸素濃度を制御する技術を応用し
て開発した「低酸素システム」をpoint 0 
marunouchiの一室に設置し、短時間の
軽い運動で高い効果が期待できる低酸素
ルームを構築した。
仕事のスキマ時間や業務終了後などに利

低酸素トレーニングによる
健康増進効果の検証

 開発の背景にある課題

 提供する価値・体験や検証結果
 今後の展開

ダイキン工業

実験フェーズ： Ongoing

01

用いただき、利用者からは体重や体脂肪
の減少の他、「お肌の調子が良くなった」、
「ぐっすり眠れるようになった」、「短時間
の運動でリフレッシュできた」といった声
が上げられ、オフィスへの低酸素ルーム
導入の有効性が確認できた。

画
像
提
供
：
丹
青
社
　
撮
影
者
：
御
園
生
大
地
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は香りであった。

今回の実証を通して性差や空間選択にお
ける温熱環境の有効性が確認できたので、
ダイキン工業の空調設備を利用した空間
提案の材料の一つとして役立てていきたい。

面を木質化した個室は、心理的影響として
「あたたかい」「自然な」等の印象が向上
し、被験者の9割が木質化個室をまた利
用したいと回答した。オークでは「アイデ
アがわきそうな」印象が高く、ウォールナ
ットでは疲労感が軽減する可能性が示唆
されるなど、樹種により効果の差も見られ

内装木質化による人の心理・身体への効
果や生産性向上効果等があることが研究
報告されており、木質化によるオフィスに
おける生産性向上等の効果が期待される。

東京大学との共同研究として行った実証
実験。point 0 marunouchiのpersonal 
roomの一部内装を木質化し、各個室で
作業を行った際の心理・身体的影響を質
問紙や心拍・脳血流等を測定して評価し
た。ウォールナット、オークによって壁全

リモートワーク・ワーケーション等の“新し
い生活様式”の普及・定着に伴い、柔軟
性を活かした個人の働き方が求められると
考え、日常/非日常が混在し、利用シーン
に合わせて気分を効率よく切り替えること
ができる空間として2つの環境を提供する。

オープンスペースを二分し、ハワイ/高原
といったテーマ性を持った複合的（温度・
音・照明・香り）な環境を作成。
利用したゾーンの快適さ、快適/不快要

内装木質化による
生産性向上効果等の実証

オープンエリア
パーソナライズ環境実証

 開発の背景にある課題

 開発の背景にある課題

 提供する価値・体験や検証結果

 提供する価値・体験や検証結果  今後の展開

大建工業

ダイキン工業・TOA・パナソニック・
ライオン・丹青社

実験フェーズ： Ongoing

実験フェーズ： Finished

10

09

因などのアンケート調査の結果、ゾーンご
との利用率が偏り夏季は高原のほうが利
用人数が多く、一方で冬季は夏季と比較
してハワイが多くなる傾向があった。また、
利用者は温度・香りを評価する傾向にあ
り、さらに、男女によりもっとも快適と評
価する要素が異なり、男性は温度、女性

た。

木質化に用いる樹種や配置、デザイン等
を変えながら、木質化による効果の応用
的な検証を継続する。

オフィスにおけるアートと
その心理的効果の検証

オフィス内循環に向けた
コーヒーかすの培養土活用

音圧レベルの測定と
マスキング放送の異常検知

アートの価値が注目されている一方、オフ
ィスにどのようなアートを設置するべきか
を判断するのは難しい。オフィスに設置す
るアートに関する主観や好みではない客
観的な指標の確立を目指した。

どのような系統・作画のアートが求められ
ているか、実際のオフィス利用者の傾向
をデータとして取得、エビデンスとするこ
とで、適切なアートの導入を目指し検証を
行った。具象・抽象及び色彩によって分
類した50点の絵画を通路に展示し、好き
な絵画とその選定理由の評価をもとに傾
向を探った。結果は、「青系（寒色系）」「色
使いが限定的」かつ「抽象画」が好まれ
る傾向にあり、最も好きな絵画の選定理
由は「安心・リラックスする」に起因する
ことがわかった。

大掛かりな改装を頻繁に行うことが難しい
オフィスで可能な、ワーカーのやる気、創
造性向上を図る施策として、アート作品導
入の提案を進める。より生産性の高いワ
ークプレイス構築のため、アートの導入拡
大を目指す。

オフィスや働く環境における緑化がもたら
す効果が評価され植栽の導入が進む一方、
導入時の掘削など、土壌への負荷、使用
済みの土の処理、輸送時のCO2排出など、
環境全体に配慮した対策が見落とされて
いる。

オフィスで排出され、通常廃棄されるコー
ヒーかすを活用して培養土をつくり、オフ
ィス内にある植物への利用を目指した。コ
ーヒーを飲むという日常の行為が植栽の
維持・活性化、それによる自然環境の配
慮へとつながるという、身近で参加しやす
い「オフィス内循環」を構築。段ボール
コンポストで培養土をつくり、従業員が協
力して攪拌することで、コミュニティ活性
化と環境配慮への意識向上を促した。

本実証実験をきっかけに複数社の賛同を
得て、各社が持つ知見、素材等を活用し
た別の実証実験へ発展している。この手
法以外にもより身近に、手軽に、コミュニ
ケーションにも寄与するオフィス内で実現
可能なSDGsの取り組みについても模索
している。

サテライト（大阪・千里中央）の各個室
では、他の個室への音漏れを防止するマ
スキングのために自然環境音を流してい
るが、施設担当者が常駐していないため、
トラブルがあって放送が停止してしまった
際に発見が遅れる可能性がある。

各個室内に設置された音圧センサーの測
定データをクラウドに収集し、遠隔地から
のモニタリングを可能にする（音圧レベル
（デシベル値）のみを測定し、録音は行
わない）。
検証の結果、BGM放送により一定以上
の音圧レベルが保たれているかを調べる
放送チェックや、音圧が異常に高い状態
になっていないかを調べる騒音チェックを
行うことができた。

放送チェック機能などを引き続き検討し、
放送設備の運用における安心の実現や、
施設サービスの向上に役立つソリューショ
ンとして提案していく。

 開発の背景にある課題  開発の背景にある課題  開発の背景にある課題

 提供する価値・体験や検証結果
 提供する価値・体験や検証結果  提供する価値・体験や検証結果

 今後の展開
 今後の展開  今後の展開

丹青社 丹青社 TOA

実験フェーズ： Finished 実験フェーズ： Finished 実験フェーズ： Finished

06 07 08

音圧センサー

クラウド

通知受信モニタリング

循環

オフィス環境向上

本来ゴミとなる
コーヒーかすを利用

コーヒーを
飲む

植物が
いきいきと育つ

 今後の展開

28 292928 Case Studies of PoCSpace for PoC



ビジネスシーンにおける
デンタルフロス使用検証欄間オープン個室の音漏れ改善 世界を美しく変える

ポジカ®くっきり™フィルムの検証手洗い場のニーズ調査 自然音マスキングの
パーソナライズ化

使用済みつめかえパウチの
オフィス回収

デンタルフロス使用率向上のために、職
場でフロスサンプルとフロスホルダーを配
布すると共に、モニターを設置しオーラル
ケア啓発とグッズサンプリングの効果検証
を実施。

デンタルフロスやフロスホルダーを設置
することは、福利厚生的な側面では、従
業員からの満足度が高まる可能性が示唆
されたが、マウスウォッシュなどと比較し
て、職場で使うものではないという認識が
強く、使用促進や頻度増加効果は限定的
だった。
今回設置したモニターについて、アンケー
ト回答者の半数は見たと回答しており、動
線上に設置することで継続的にオーラル
ケアの情報に触れる接点として機能するこ
とが示唆された。

今後職場設置する場合は、気軽に使える
マウスウォッシュを優先し、モニター設置
については、ポスターなど別の手段と比
較した際のメリット・デメリットを整理し、
より目に留まる設置方法や内容・長さに
ついても検討していく。

サテライトオフィスが各地で増えるなか、
「完全個室」よりコストメリットのある「欄
間オープン個室」が増えているが、音漏
れにより機密情報が漏洩してしまう懸念が
ある。

point 0 marunouchi内の集中ブースに
ある欄間オープン個室において、大建工
業の吸音パネルとTOAの自然音マスキン
グシステムを併用することで、秘匿性向
上と快適性向上を両立できる最適なバラ
ンスを検証。吸音パネルを一定数設置す
ることにより隣接ブースの話し声が聞き取
りにくくなることを確認した。また、パネ
ル枚数を増やすことにより、自然音マスキ
ングの音量を下げても聞き取りにくさが維
持でき、空間の快適性向上に効果がある
ことも確認した。またpoint 0 satellite
においても同じ効果が確認できた。

秘匿性／快適性の指標づくりを進めるほ
か、 point 0 satelliteをはじめとする他の
オフィス空間への提案と導入事案を積み
重ね、欄間オープン個室におけるスタン
ダードソリューションとしての展開を目指
す。

窓から見える景色によって、リフレッシュ
できたり前向きな気持ちになれることがあ
る。眺望や景観をさらに美しく見せること
で、その効果を高め、空間における体験
をより豊かにすることを目指した。

イエローライトを選択的にカットする三井
化学の技術を活用して開発したオリジナル
フィルム「posica」を、point 0の窓二ヵ
所に貼りフィルム越しの景色の感じ方にど
のような違いが出るか、ヒアリングを実施。
青空がより青く、木々の緑が色濃く鮮やか
に見えるなど、自然ながらも景色が明瞭
に見える効果が確認できた。そのほか、
天気や時間帯等の条件による違いの検
証・アンケート調査や、水槽での魚や水
草の見え方など、窓からの景色にとどまら
ない展開の検討を行っている。

オフィスやホテル、料飲施設、水族館な
どの様々な領域で実証実験や導入提案を
進めている。さらに、実証実験を経て生
まれたニーズに基づいた機能の改善・改
良にも取り組んでいる。

COVID-19の感染拡大を受け、手洗いの
重要性が再認識され、エントランスや執
務フロアなどトイレ以外の空間での手洗
いの要望が高まっているが、従来にない
場所への設置による効果や課題が見えて
いなかった。

point 0 marunouchiにおいても施設に
入ってすぐに手を洗いたいニーズがあると
いう仮説を立て、いち早く受付前に手洗
い設備（以下、「いつでも手洗い」）を導入。
利用者・管理者それぞれの立場の方にヒ
アリングとアンケートを実施した。その結
果、「いつでも手洗い」を利用したことが
ある人は7割以上、オフィスに「いつでも
手洗い」があると良いと思う人が8割以
上おり、リフレッシュコーナーやカフェへ
の設置ニーズが高いことがわかった。

「いつでも手洗い」の考え方が、感染症
対策も考慮したオフィスのスタンダードと
なるよう、利用者および設置者のメリット
を訴求すると共に、point 0で手掛けてい
るサテライト事業にソリューションとして提
案する。

情報漏洩防止の観点から、音によるマス
キングシステムの需要が増加しているが、
現状のシステムではセキュリテイ性と快適
性のバランスに課題がある。

設備の操作を利用者に委ねることで快適
性が上がり、満足度が高まるかどうかを
検証するため、自然音マスキングが導入
されているpoint 0 marunouchi内のフォ
ンブースで利用者のスマホから音量・音
源が変更可能なウェブアプリを提供し、
利用者の行動分析を行った。
アプリのUI、安定性などには課題を残し
たものの、フォンブースの利用人数ごとの
操作回数や、操作ログ（音源変更ログ・
音量操作ログ）の比率などを分析。過去
の主観評価分析と近しい傾向が行動分析
でも明らかになった。

今後は、point 0の予約システムなど各種
システムとの連携を検討している。利用
者の有無や特性に応じた音量調整、音源
のリコメンド機能など、安心感と満足度を
ともに高めるサービス開発を進める。

プラスチック資源循環の目的で、ライオン
は花王株式会社と共に使用済みつめかえ
パウチの店頭回収実証実験を行っている。
つめかえパウチが、多くの自治体でリサイク
ルされずに燃やされている現状を変えたい。

生活者自身が洗浄・乾燥しpoint 0まで
持ってきてもらえるかの実証実験を行った。
約85％の人が参加の意向を示し、共感を
得られた。3ヶ月で使用済みつめかえパウ
チ約90枚と使用済みハブラシ13本を回
収。ACT5メンバーポイントも寄与し、以
前より回収していたハブラシについてもこ
れまでより回収量を伸ばすことができた。
ポイントを付与することで行動変容できる
かについて、約43％の人が「参加の大き
な動機になった」と回答。また約54％の
人が「ポイントがなくても協力するが、あ
った方が良い」という結果が得られ、動
機づけの一つとしてポイントの効果につい
て確認できた。

当社が進めている「ハブラシ・リサイクル」
や「マテリアルリサイクルの取り組み」に
ついて共有する機会を作りたい。
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ライオン大建工業／TOA 丹青社ＴＯＴＯ TOAライオン
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Web会議における通話音声レベル
可視化 視音 -see on-

ライフバッテリーe-blockの
シェアオフィスにおける利用調査

Web会議において、相手の声が小さく聞
き取りにくいという不満や、自分の声が相
手に適切に聞こえているかがわからない
という不安が発生している。

参加者の通話音声レベルをメーター表示
することで、話している人自身が、自分
の声が小さいことに気付いて改善すること
ができる。また、自分の声が相手に届い
ていることを確認できて安心できる。これ
らにより、ストレスのない快適なコミュニ
ケーションを実現する。
実証実験でのアンケートの結果、約90％
が「とても役に立った」または「少し役に
立った」と回答し、「自分の声が届いてい
るか確認できて便利」や、「音声が聞こえ
ないトラブル時の原因切り分けに役立ちそ
う」という意見が得られた。

音声レベルの表示方法として、カメラ映
像の妨げとならないような見やすさや、声
が小さいときの気付きやすさを改良する。
より多くの人に使ってもらえるように、アプ
リとして一般配布することを目指す。

可搬型バッテリー(e-block)に関して、シ
ェアオフィスにおける利用の課題は何か、
利用する中での新たな提案価値がないか、
を把握したいと考えていた。

床コンセントから電源を取る必要がなく、
見た目（ケーブルが見えない）と安全性 
（ケーブルへの引っかけ等）が向上するこ
とや、動線上にある床コンセントの破損に
対する代替策としても有効なことを確認で
きた。利用時に電源スイッチの操作が必
要なことに気が付かない方が散見された
ため、ユーザーインターフェイス部分での
改善が必要。また、バッテリーの残量管
理や充電作業については運用方法を含め
た提案やシステム構築の検討が必要。

上記の実験結果、およびアンケートや運
営側のヒアリングをもとに機能アップを今
後検討。また、管理用のアプリも検討中で、
より運用負荷が軽減できる仕組みを構築
していく。

ウェルネスオフィスの取り組みとしてグリ
ーン、植栽を取り入れることが増えている
が、ワーカー自らが植物を育てるというこ
とについての知見やソリューションが少な
かった。

オフィス内装にマッチするシステムプラン
ターを、point 0 marunouchi の共用部
や什器に設置し、室内でも汚れにくく、扱
いやすい木質培地『グロウアース』を用
いて栽培実験を実施。栽培する植物につ
いてアンケートを実施し、ハーブや果菜類
をLEDの光源によって栽培・収穫した。
またアンケートの結果、40％が「利用し
てみたい」、約60％が「条件があえば利
用してみたい」との回答を得た。また収穫、
株分け体験などもイベントにすることでコ
ンテンツとしての検証も行った。

上記の実証結果をもとに、オフィス空間で
の栽培システムの開発を行う。栽培だけ
でなく収穫や株分け、食事に使うなど体
験としてのコンテンツ化やメニュー化も検
討中。
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TOA パナソニック 大建工業

実験フェーズ： Finished 実験フェーズ： Finished

19 20 21
オフィス内での木質培地を使った
野菜、花卉栽培実証実験
実験フェーズ： Ongoing

テレワークなどが加速している今、これま
で“仕事の場”として画一的な空間だった
オフィスの役割は多様化し、コミュニケー
ションの場としてなど新しい機能が求めら
れている。

point 0 marunouchiの共用部にハーブ
類の水耕栽培とメダカをはじめとした水中
生物のアクアリウムを一体化させ、水中
生物の排泄物を水耕栽培の栄養素として
循環させるアクアポニックスを設置。アン

20～30分の仮眠をとることで生産性が向
上するといわれているが、身体が活性化
する日中に睡眠をとることから、十分な効
果を得るには、仮眠に適した周辺環境を
整える必要がある。

社内実験で30分間の睡眠状態を「入眠
前・睡眠中・起床」の3段階に分け、空
調をそれぞれ制御することで、「速やかな
入眠」、「適度な深さで安定した睡眠」、「眠
気の残りにくい起床」が可能となり、起床

アクアポニックス

仮眠空間の温熱コントロール

 開発の背景にある課題
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 今後の展開

健康WG

ダイキン工業

実験フェーズ： Ongoing

実験フェーズ： Ongoing

18

17

ケートの結果、約90％以上の方が、「リラ
ックス効果があり、オフィスに設置したい」
と回答。利用者からはコミュニケーション
の新たなタッチポイントとなっているなど
の声があり、オフィス空間の新たな機能と
して、リラックス効果やコミュニケーション
の活性化を高めることが実証された。

後に眠気を解消し、目覚めた後の脳の処
理速度と記憶力を良くする効果が得られる
ことを確認した。これらの温熱制御が実際
のオフィス空間でも有効性を持つことを確
認している。

アクアポニックスを介したコミュニケーショ
ンの活性化を定量的に評価する実験を検
討し、上記の実証実験も含めた結果をも
とに、point 0 satelliteをはじめとしたワ
ークプレイスに導入する提案を進める。

個人にカスタマイズした快適空間を検討し、
快適で効果的な仮眠を可能にする温熱制
御技術の開発と商品への展開を目指しま
す。

音声レベル

これより大きく

 今後の展開
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賑わい度可視化実証実験 音によるにおいマスキング
に関する実証実験

オフィスにおいて、「どの場所で、どの程
度コミュニケーションが行われているの
か」を把握することが難しく、有効活用さ
れていないスペースが多く存在している。

point 0 marunouchiのカフェ前にある
机にセンサーを常設し、音圧レベルを一
定の間隔で取得した。カメラの滞在人数
検知と併せてセンサーデータを確認すると、
周囲でコミュニケーションが行われている
場合、一定の音圧変動の傾向が見られた。
さらに、人の会話に伴う音圧レベル変動
に特徴が見られたため、作業音との区別
が可能と推測する。

今後は、AIや機械学習を活用して、より
詳細な分析を行うことで、会話の有無や
BGMの大きさなど、音環境の傾向から独
自の「賑わい度」指標を算出する。また、
これを用いて、オフィス内におけるコミュ
ニケーション促進施策の効果検証に役立
てていく。

喫煙環境の改善・分煙コンサルティング
の新たな視点として、音によるアプローチ
に着手。今回は、実際の喫煙所を用いた
検証を行う前段階として「音の有無により、
においに対する主観評価が変化するの
か」を調べる実験を実施。

point 0 marunouchi低酸素ルーム前の
廊下ににおい布を設置、音響設備は天井
に備え付けのスピーカーを活用した。廊
下を通過後、被験者に対し、空間に関す
るアンケートを実施した。音楽を提示する
ことで、においをマスキングできる可能性
が示唆された一方、においの質によって
音によるマスキングの効果が異なる可能
性も示唆された。においで音をマスキン
グするという、逆の可能性も示唆された。

「音によるにおいマスキング」に関しては、
今後実際の喫煙室等を活用した検証を進
める予定。「においによる音マスキング」
に関しては、satelliteの個室ブース環境
改善（隣室等の音漏れ改善）に活用でき
る可能性があり、継続検討を予定。

オフィスの中で働く場所を自由に選べるよ
うになってきたが、“電源がある場所”とい
う制約が発生しており、真の意味で自由
に働く場所を選ぶことができていない状況
である。

家具とのデザインが融和しているモバイル
バッテリー「OC」を使うことで、電源の
ない場所であっても自由に働く場所を選
択することができる。OCの設置個数の適
正数やチャージャーの適正な設置場所を
検証する。また、OCと新たなツールを組
み合わせることによる働きやすさの向上を
アンケート等より検証し、より自由に働く
場所を選べる環境の条件を導く。

OCと組み合わせたツールのバリエーショ
ンを増やし、単なるモバイルバッテリーと
してではなく、どんな場所、どんなツール
であっても自由に使う場所を選択できるバ
ッテリーとして展開させていく。
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TOA JT オカムラ

実験フェーズ： Ongoing 実験フェーズ： Finished

22 23 24
ポータブルバッテリー「OC」を使った
働き方の検証
実験フェーズ： Ongoing
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創造、健康、効率にデータが加わり、
4つのグループが活動したこの1年。
それぞれの専門性を持ち寄って
同じテーマに取り組むことで、

結果だけではない学びを得られるのが、
企業間共創の醍醐味だ。

Working Group

point 0内で欠かせないのが、データ
の取得だ。実証実験の結果を多角的
に分析するためにも、常日頃から正し
くデータを取得できる環境が必要と
される。空間環境などの測定データ
はダッシュボードで確認できるよう
になっている。これらのデータが、
point 0の環境を改善していくための
鍵を握るのだ。



「勝手にビジネス提案」はその名の
通り、クライアントから発注されたテー
マをもとに、他社の企画を「勝手に」
提案する取り組みだった。その勝手さ
や自由度は柔軟な発想を生み、他社
の商品企画に関わるという貴重な経験
にもつながったものの、自分たちの本
来のビジネス領域にリンクさせることが
できなかったという物足りなさも残った、
とパナソニックの小久江氏は語る。さ
らに参画企業へのアンケートでは、半
数以上の企業が実証実験が思うよう
に進んでいないと感じていること、ま

っかけに色々な人が話しかけてくれま
した。今は卵を抱えた個体もいて、
今日はどうかな、とメダカの存在が
point 0に来るきっかけにもなってい
ます。まさに、“ついつい足を運びた
くなるオフィス”を体現していると思い
ます」
　一方、アンケートによって、98%の
人が仕事による心のストレスを抱えて
いることが見えてきたため、心のケア
とコワーキングスペースとの掛け合わ
せでどのような取り組みが可能かを調
べているのが、こころの健康チームだ。
セラピー、カウンセリング、コーチング
など、心の状態に合わせた対応がで
きる専門家を呼び、数名にセッション
を受けてもらってその効果をアンケート
で測定。ポジティブな効果を感じ、日
常的に今後も使いたいという回答が
80%以上だったという。
　三菱地所の佐々木氏は語る。
「カウンセリングへの抵抗を感じる人
もいますし、カウンセリングはどうして
も価格が高くなりがちで、受けたいと
思っている人でも、気軽に受けられな
いという課題もあります」
　抵抗を感じる人に対しては、施設
の工夫やサービス設計など、抵抗感
を下げる方法の議論も必要だとしつ
つ、コスト面では企業からの補助金
で個人の負担を抑え、メンタルケア
の充実を魅力に企業に人が集まり、
企業の利益につながるような仕組み
づくりができないか検討しているとい
う。セイコーエプソンの栗林氏はこう

たその理由としてはアイデアがない、
という回答が多く寄せられたという。
　これらの課題を解決すべくスタート
したのが「2社共創アイデアソン」だ。
今回は軸となる企業として大建工業、
JT、丹青社の3社を設定。各社と、
コミッティ企業のうち1社のビジネスや
商品とを組み合わせた新たなソリュー
ションアイデアを提案した。

　軸となった企業は、そのアイデアの
中から深掘りしたいアイデアとパートナ
ーを選定し、コミッティ会議でメンバー
が集まる面前で、パートナーとして共
創したい企業に公開プロポーズをする。
共創の同意が得られれば、共にアイ
デアの深掘りを進めていく。大建工業
とライオンの共創も、そうして生まれた
コラボレーションの一つだ。

写真左：大建工業 商品企画部イ
ノベーション課 栢野旭代氏。中
央：パナソニックEWネットワーク
ス 開発営業部 開発第二課 小久
江佑香氏。右：JT 営業サポート部 
リレーション推進2チーム 田中洋
平氏。取材中、パナソニックのカ
ラー照明の話になると、いつの間
にかカラー照明を使った実証実
験のアイデアが飛び交い、さらに
は大建工業とのコラボレーション
のアイデアにまで飛躍するなど、
目の前でアイデアソンが展開さ
れることに。異業種、多様なバッ
クグラウンドの人々が集まるから
こそ、自社のビジネスを背景に、
実現可能性を秘めた共創アイデ
アが生み出されていくその瞬間
は、情熱と好奇心に満ちたエネ
ルギーにあふれていた。

　創造ワーキンググループは、「多様
な仲間とともに新しい未来を協創」を
ビジョンに掲げる。2020年度は、他社
の製品やソリューションを参画企業で
考える「勝手にビジネス提案」を実施。
石川県の鋳物鋳造会社・金森合金と、
アサヒビールをクライアントとしてアイデ
アを提案し、そのいくつかは商品開発
へとつながる成果を上げた。一方、
自社ビジネスへの発展性という点では、
多くのメンバーが課題を感じたという。
それらの反省を踏まえ、課題解決を
試みる新たな取り組みが始まっている。

　公開プロポーズというスタイルは、
思いがけない共創も生み出した。
「公開プロポーズをした際、ＴＯＴＯ
さんが一緒にやりたい！と手を挙げてく
ださったのです」と大建工業の栢野
氏はいう。大建工業の収納設計分野
と、洗剤など“収納される側”の商材
を持つライオンとの共創に、洗面まわ
りに大きなノウハウを持つＴＯＴＯが
参画して3社での共創になったことで、
可能性はさらに広がったと続ける。
「今は3社でアイデアを出し合ったり、
一緒に研修を受けて共通言語を増や
したりしている段階ですが、面白いこ
と、新しいことができそうかなという手
応えを感じています。公開プロポーズ
は、さまざまなアイデアにトライしやす
く、またトライそのものを加速させてく
れるようにも感じています」
　コロナ禍でワーキンググループの活
動そのものも、オンラインに頼ることが
多いが、オンラインホワイトボードの
Miroをはじめとするサービスを活用し、
各社の事業やソリューションについて
の資料も格納して共有することで対応
していると話すのはJTの田中氏だ。

「コロナ禍ではオフラインで偶発的に
会うこともあまりなかったので、お互い
の事業や悩みを知ることができたのも
大きな収穫でした。企業や部署など、
さまざまなバックグラウンドを持つ人々
が、色々なミッションとアイデアを持っ
て集まっているのがpoint 0。自社だ
けでは想像もつかなかったアイデアや、
課題解決の糸口が見つかるのも、ここ
での共創の素晴らしさだと思います」
　専門分野に偏りがちな自社の価値
観に気づきを与え合いながら、今日も
新たなビジネスの種を生み出している。

　point 0は、コワーキングスペースと
して日本で初めてWELL認証※のゴ
ールドランクを取得しており、この知
見やノウハウを活かしながら、健康な
オフィス空間の創造の実現を目指して
いるのが、健康ワーキンググループだ。
WELL認証の評価コンセプトも意識し
ながら、今年度は「水耕栽培」「ここ
ろの健康」をテーマに活動している。

　水耕栽培チームでは、WELL認証
の評価コンセプトである「栄養」に着
目し、食品生産の観点からオフィスに
食用植物を設置する実証実験を開始。
魚と植物を同じシステムで育てる新し
い農業スタイル「アクアポニックス」
をオフィスに取り入れ、オープンスペ
ースの一角でメダカとハーブを育てて
いる。植物や魚の成長を観察する楽
しさを体感してもらうことで、オフィス
内でのリラックス効果やコミュニケーシ
ョンのきっかけを創出し、ついつい足
を運びたくなるオフィス空間につなげ
るのが目的だ。point 0内で実施した
アンケートでは、90%以上の人がアク
アポニックスがあることでリラックスで
きるので自分のオフィスにも置きたい、
と回答するポジティブな結果も得られ
たという。
　オフィスはあくまで仕事の場という
固定概念から、アクアポニックスを導
入することにはひっかかりも感じてい
た、と語るのは、大建工業の岩本氏。
「でも、生き物って日々変わりますし、
気にしてくれる人も多くて、メダカをき

多種多様なバックグラウンドを活かし、
新たな価値とビジネスを生み出す

Creation 創造

結果も効果も見えにくい難題に挑み、
着実に歩みを進めている

Health 健康
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締めくくる。
「行けば行くほど元気になるオフィス
をつくるのが僕たちの目標です。元気
になればパフォーマンスも上がって、
イノベーションが生まれて、という好
循環も始まるはず。ここに来たらすご
いイノベーションが生まれるぞって噂に
なれば、それは企業にとっても悪くな
い投資だと思います。実証実験でエ
ビデンスが取れればそれを活用した制
度整備も加速するように思います」
　リラックス効果やコミュニケーション
の活性化、メンタルケアなど、取り組
むのはどれも数値化しにくい課題ばか
りだが、ここから大きなイノベーション
が生まれるのもそう遠くなさそうだ。

体験」をテーマに活動している。

　信頼は、どうやって育まれるのか。
今年度の活動は、信頼を育むために
は共体験が必要であり、「共体験の密
度は共創活動の活性化や効率化に影
響する」という仮説を立ててスタートし
た。この仮説の検証のために行った
実証実験はとてもユニークだ。まず被
験者の４人が会議室に集合する。そし
て同じ画面を見ながら、全員でテレビ
ゲームに興じるというもの。ゲームに
は、誰でも気軽に楽しめる対戦型ゲー
ムのボンバーマンを用いた。共体験の
密度に関する指標として心拍数の変
動が参加者間で同期しているかを観
察する。共体験の密度が及ぼす効果
を測定するため、共創活動の効率性
をブレインストーミングによるアイデア
の創出数で数値化した。それらの数
値を共体験の前後で比較したところ、
心拍の上下の振れ幅が大きく且つ同
期しているとき、つまり共体験の波長
が合うと、ブレストの成果が高くなると
いう結果となり、同じタイミングで興奮
できる何かを実施することで、チーム
としての成果を高めることができそうだ
という結論にたどりついたという。
　コロナ禍でFace to Faceのコミュニ
ケーションを取れる機会は格段に減っ
ている。なかなか共体験の機会を得
づらくなっている今、実験で得られた
知見をもとに、信頼関係を深められる
ような仕掛けを意図的に考えていく意

義は大きい、とセイコーエプソンの黒
田氏はいう。
「今後リモートで働くことがもっと普及
して、会議にもVRチャットを使う時代
になっていくかもしれない。一方で、
信頼関係や効率を上げていくというの
は、仕事をする以上問われると思うの
で、いかに信頼関係を築くかは、今よ
りもっと求められるはず。今回得られ
た知見を活かして、何か仕掛けがで
きれば、オンライン上での共創関係、
コラボみたいなものがよりスムーズにな
るかもしれませんね」
　今回の結果は効率イコール便利で
はない、というワーキンググループの
考えにまさに繋がっている、と語るの
はJTの林氏だ。
「オフラインでボンバーマンするって、
どう考えても非効率なんですよね。仲
良くなるためにオフラインでボンバーマ
ンするって、みんなオンラインでゲーム

やってるこの時代にやる？みたいな。
でも多分、色々なやり方ができる便利
な時代の中で、一見すごい非効率だ
けど、その過程を経ることで、長い目
で見たときに、より効率的だったり、よ
り共創が加速されたりして、信頼が構
築されるという話かなと。“無駄に思わ
れるもの”が、実は大事だったというの
を定量的にデータとして見せてくれた
実験なんじゃないかなと思っています」

　ＴＯＴＯの家守氏は、ワーキンググ

左はPC作業時の心拍数、右はボンバーマンゲームをした際の心拍数。右の方が心拍数の波の上下があり、
それらがシンクロしていることがわかる。

ボンバーマンゲーム（Aチーム）

ループの活動を通して、共創の価値
を実感しているという。複数の企業と
一緒に行う実証実験なら、事前検証
などの準備期間を1社で行う場合より
大幅に短縮でき、スタートダッシュが
できる分、挑戦できることの幅も広がる。
「今後はオンライン上での焚火を囲ん
だ会議など、オフラインをただオンライ
ンに置き換えるのではなく、オンライン
だからできることを考えたい」と語る。
　オンライン会議の新しい形によって、
さらなる効率化が実現するかもしれない。

写真左：ＴＯＴＯ デジタルイノベ
ーション推進本部 イノベーション
推進二部 イノベーション推進三
G 家守輝幸氏。中央：JT Tobacco 
Science Research Center 林大
輔氏。右：セイコーエプソン 技術
開発本部 技術開発戦略推進室 
黒田真朗氏。point 0 には、何か
新しいものを創ろうという思いを
持った前向きな人が多い、とセイ
コーエプソンの黒田さん。会議室
でボンバーマンをやるという実証
実験も、反対する人もなく、ここだ
からこそ実現できたことだと笑う。
同じゴールを目指し、その思いを
みんなで共有しているからこそ、
ここでの時間は楽しいという。そ
んな時間がメンバー全員の共体
験となることで、まさに効率的な
取り組みとなる好循環を生み出
している。

PC作業（Aチーム）

「濃い共体験」が信頼関係を育む。
無駄に思えることがきっかけにもなる

Efficiency

　効率とは、限られたリソースを使っ
て、最大限の価値を発揮すること。そ
れがさまざまな議論を通して効率ワー
キンググループがたどりついた「効率
とは何ぞや？」という問いに対する答
えだ。その実現に必要不可欠なものは
「信頼」であるとして、信頼関係を構
築する環境をつくる「基盤」と効率を
高める「加速」チームに分かれ、コミ
ュニティツールの活用や企業のデータ
ベース構築などを進め、point 0内の
コミュニティを強化した。現在は「共

効率

写真左：セイコーエプソン 技術開発本部 環境・材料開発部 栗林誉氏。中央：大建工業 R&Dセンター 
岩本涼氏。右：三菱地所 ビル営業部 FMコンサルティング室 佐々木詩織氏。メンバー間の会話は、常
に笑い声に包まれる。本業に加えて、メンバーの半数以上は他のワーキンググループと兼務するなど
多忙に違いないはずだが、それをまったく感じさせない明るさだ。肩書きフリーなフラットな関係であ
りつつ、みんなが同じ方向を向いているのはとても心地いいと声を揃える。「やらされているので はな
く、みんな自分がやりたくてここに集まっています。だから、楽しいんですよ」とセイコーエプソンの栗
林氏。ここはまさに「行けば元気になる、通いたくなるオフィス」なのだ。

10分間 10分間

※WELL認証：世界の企業で導入が進むWELL認証は、そこで働
く人々の健康や快適性・生産性の向上などを目的にオフィス空間
を評価する国際的な認証プログラム。

HR[bpm] HR[bpm]

80 80

参加者a

参加者b

参加者c

参加者d

参加者a

参加者b

参加者c

参加者d
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センサーデータから、使われ
やすい場所とその変化を見
ることができ、交流が生まれ
やすいエリアを推測できる。

のの、そういう場所では、人が一緒に
いるんだなというところは見えてきまし
た」と語るライオンの林氏。今後はデ
ータをより整備しながら、何をすれば
交流が起こるか、というテーマにシフト
していく予定だ。
　 丹青社の菅波氏が牽引するのは、
データフォーマット構築チームだ。膨
大なデータを活用しやすくする取り組
みとして、フォーマット整備に着手。メ
ッシュコードの考え方に建築的な要素
のデータ、屋内センサーの設置位置と
データを紐付け、1mのメッシュコード
を活用して室内環境分析データを作成
した。「IoTセンサー取得データのメッ
シュ統計利活用可能性」として日本
計算機統計学会でも発表されるに至っ
たその成果は、point 0での共創だか
らこそ成し遂げられたと菅波氏はいう。
「図面の復元があったり、データのフ

種アンケート回答率の伸び悩みも含め、
この課題をデータ的なアプローチで解
決に導こうと取り組んだのが、
marunouchi課題改善チームだ。こ
れまでは、アプリの使い勝手や、アン
ケート回答でもらえるインセンティブの
使いづらさなど、仮説は立てていたも
のの具体的なデータはなかった。そこ
で地道なヒアリングで、アプリ未ダウ
ンロード者の理由をデータ化。その声
をもとにアプリの改修案を作成し、提
案するまでに至った。
　3つのチームで定期的に状況を共有
しながら活動してきたことで、課題や
今後やりたいことも見えてきたと菅波
は振り返る。「フォーマットをみんなが
使えるようにして、データを見ながらみ
んなで改善し、行動を変えていくよう
なワークショップでサイクルを回してい
きたいと思っています」

共創が生まれるためには、交流という
種が必要であるとし、さまざまなデータ
を用いることで、point 0の中にある
「交流」のヒントを探す取り組みを続け
る。可視化するためにはどのデータを
使うのが有効かという議論からスタート
し、まずはCO2や位置情報などから、
人が集まりやすい場所を探したという。
「やっぱり、何か仕掛けがある場所
に人が集まるというのはデータからも
見えてきました。例えば今、実証実験
としてカフェに置かれているビールサ
ーバー。並んでいるときに、他の人が
ふっと来て喋りやすい雰囲気もあり、
喋るかどうかはまだ見えてはいないも

　各社が得意とするデータやノウハウ
を蓄積し、空間にまつわる新たな価値
やサービスを創出していく共創の場と
して、2019年7月にオープンした
「point 0 marunouchi」。温湿度、
照度、CO2や人感センサーなど、屋
内にはさまざまなセンサーを設置して、
データを収集している。こうして集まっ
た膨大なデータの活用を目的に発足
したのがデータワーキンググループだ。
2021年7月から3つのチームに分か
れて活動を開始。月1回、チーム間
の情報共有も行いながら、現在23名
のメンバーが参画している。
　交流可視化チームは、企業間での

ォーマットを統一したり、ズレを修正し
たりなど、とにかく地味だけど手のか
かる作業がとても多くて、一人でやろ
うと思ったらとても大変です。でも色々
な得意分野を持つメンバーが関わり、
その集合知でつくり上げることができ
たのは、いかにもpoint 0らしい取り
組みでした」
　国内、国外にはメッシュコードを利
用したさまざまな公的統計が存在する
ため、今後の可能性としては、世界
中のどこかのエリアと、point 0のデ
ータを比較することも可能になるという。
　交流可視化、データフォーマット構
築の各チームが扱う位置情報データ
は、point 0のアプリをダウンロードし
た端末から集められる。より精緻なデ
ータを集めるためには、アプリのダウ
ンロード数を増やすことがチームの課
題のひとつ。実証実験にまつわる各

9:00-19:00

2019年
12月16日～24日

9:00-19:00

2020年
12月16日～24日

9:00-19:00
2021年12月16日～24日

膨大なデータを活用し、共創の種をつくり出すチャレンジ
Data データ

写真左：セイコーエプソン DX推
進本部 AI・アルゴリズム開発部 
小宮陽介氏。中央：丹青社 企画
開発センター 企画部 菅波紀宏
氏。右：ライオン 研究開発本部 
口腔健康科学研究所 兼 LION 
ACADEMIA事務局 林滉一朗氏。
フォーマットを構築したことによ
って、交流を可視化する可能性が
見えてきた。今後は交流を発生さ
せる要因を探るため、各チームで
連携しながら、実証実験にも取り
組みたいと口々に語る。「例えば
リアルタイムデータを活用して、
人が集まる場所の快適性をサポ
ートすれば、交流が活性化して創
造性が上がるかもしれません」と
菅波氏は言う。フォーマット構築
という大きな成果によって、ワー
キンググループが今後挑戦する
取り組みの可能性が広がり続け
ている。
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Platinum

DAIKIN INDUSTRIES, LTD.
ダイキン工業株式会社

Lion Corporation
ライオン株式会社

TOTO LTD.
ＴＯＴＯ株式会社

Panasonic Corporation
パナソニック株式会社

ASAHI BREWERIES, LTD.
アサヒビール株式会社

OKAMURA CORPORATION
株式会社オカムラ

MYCITY Inc.
株式会社MYCITY

コラボレーションを活用し
空間価値を創出していく
point 0参画から3年、私た
ちは空間価値創出を目的に参
画企業の皆さんとpoint 0 
marunouchiを活用した実証
実験に取り組んできました。
10件以上の実証実験を行い、
顔認証プリンター等の事業化
も行うことができました。今後
は、世界的な社会課題である
エネルギー問題への取り組み
や、人起点で重要となるWell-

beingを 中 心 に、point  0 
marunouchiでの価値創出の
共創活動の継続と、point  0 
satellite等を活用した新たな
ソリューションの創出と拡充を
目指し、活動を進めていきます。

施設運営や会員向けシステム、
アプリの運用を担当
MYCITYは「あなたの働く場
所を好きな場所に」をミッショ
ンに掲げ、オフィス・住宅向
けのソリューションを提供して
います。
point 0 の“オフィスの未来を
つくる”というビジョンに共感
し、立ち上げメンバーとして参
画しました。
コロナ禍を経てオフィスの使
い方が再定義されている中で、

位置情報や混雑情報等の従
来扱っていた情報以外にも注
力し、新しいオフィスの在り方
を訴求していけるよう、各社と
共に新たな価値創出を目指し
ていきます。

心をほぐし交流を促進させる
最適な酔いや飲酒方法を研究
point 0設立当初からアサヒビ
ールは「スマートドリンキング」
「適正飲酒」をテーマに参画し
ました。アイデアを生み出す、
コミュニケーションを促進させ
る、最適な酔いの研究と、個
人の特性と飲用シーンに合わ
せた飲酒方法の探索を目的に、
様々な実証実験に取り組んで
います。今後も、飲める人も、
飲めない人も互いを尊重し、

楽しい時間や空間を共有でき
る社会の実現を目指して、関
連技術の開発やアイデアの創
出に取り組んでいきます。

オフィスの建物・空間・ヒトに
着目してデータを活用する
ダイキン1社から始まった
point 0は、参画企業も3年
間で17社となり、大きな成長
を遂げました。また、本取り
組みが当社の日経Smart 
Work大賞2022の受賞理由
の一つになるなど、社会的認
知度の高まりを感じています。
22年からスタートしたステー
ジ2では、「空気で答えを出す
会社」として、空気の価値化、

ソリューションビジネスに重き
を置き、より一層事業出口を
意識した協創活動に注力しま
す。引き続き、空間にまつわ
る各社と共に新たな価値創出
を目指していきます。

オフィスを起点として共創に取り組み
新たな習慣づくりを目指す
ライオンは「より良い習慣づく
りで、人々の毎日に貢献する」
を企業パーパスとして、ハミガ
キや洗剤など生活用品を中心
にお客様へお届けしています。
point 0においては、イノベー
ションラボのメンバーがコアと
なり様々な企業の方々と実証
実験を行ってきました。これか
らも各種WGでの活動をはじ
め、参加企業の皆さまとの共

創を通じ、オフィスを起点とし
て多様な生活者の姿に迫り、
新しい着眼点から、思わず笑
顔になってしまうような新たな
習慣づくりを目指していきます。

オフィスの水まわり空間の
新たな価値を創出する
オフィスでのシャワーニーズを
捉える「気持ち切り替えシャワ
ー」の検証に続き、パブリック
トイレでの新たな価値創出活
動を開始しました。コロナ禍を
経て「公共」の意味が変化し
ている中、従来のパブリックト
イレや手洗いといった水まわり
の器具や空間も、その意味を
問い直す時期に来ています。
今後は、顧客体験を重視した

新たな価値を探求する活動に
重きを置き、committee参画
企業の多様な価値観を活かし
た連携を充実させたいと考え
ています。

家具データとあらゆるものが
つながるオフィスを検証
オカムラは、デジタル技術を
活用した家具やオフィス空間
の新たな姿を探求することを
目的に、参画企業との共創に
積極的に取り組んできました。
2021年11月にはオフィス内
で自然の風を再現する「ウィ
ンドユニット」をダイキン工業
と共同開発し、point 0で実
証実験を行ったプロジェクトと
して初めて商品化を実現しまし

た。今後も参画企業との共創
をより深め、オフィス空間にと
どまらず、働き方の新たな価
値提供を目指し、取り組みを
加速させていきます。

point 0のプロジェクトに参画するコミッティ企業17社（2022年9月現在）。
実証実験やワーキンググループを通じて、
どのような協創/共創を目指しているのか。 
各社にその目的や、今後の展望について聞いた。

業界を超えた協創/共創
point 0のコミッティは、Platinum・Gold・Silverの3つのランクを用意
（Bronzeは新 規の募集を停止）。ここに、サービスやプロダクトを通
じてサポートするパートナーも加わる。コミッティのメンバー企業は、
point 0 marunouchiでの実証実験やワー キンググループ活動によ
る協創／共創を通じて、新たな価値創造を実現していく。

Information
of Committee
参画の目的と、
今後の展望を聞く
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GoldPlatinum Silver

TANSEISHA Co., Ltd.
株式会社丹青社

TOA Corporation
TOA株式会社

DAIKEN CORPORATION
大建工業株式会社

JAPAN TOBACCO INC.
日本たばこ産業株式会社

快適な音環境や彩りある内装で
働きやすい空間づくりを行う
大建工業では、長期ビジョン
「GP25」として、公共・商業
建築分野（非住宅）を重点市
場の1つとして掲げ、変化著
しいオフィス市場に着目。先
進的な取り組みを進める参画
企業との共創により、早期に
ニーズ対応すべく参画しました。
実証実験やアジャイル型アプ
ローチによる開発プロセスの
導入により、快適な音環境の

改善提案やオフィスの彩（い
ろどり）を豊かにする内装木
質化などの取り組みを進めて、
快適で働きやすいオフィスの
空間作りを行います。

「未来のオフィス空間」に適した
リフレッシュスペースを
JTは、「未来のオフィス空間
に適した分煙環境やリフレッ
シュスペースに関する検証・
共創」を目指し、2021年4月
にpoint 0に参画しました。ま
た、国内事業においては
2022年4月より都道府県ごと
に47支社を配置し、地域密
着の活動を加速化する体制へ
と変更しました。今後は、オフ
ィス空間に関する検証・共創

の更なる推進に加え、“point 
0”というエコシステムを活用
し、地域課題の解決や地方創
生等にも積極的に取り組んで
いきます。

デザインとデータを組み合わせ
利用者に寄り添った空間を創造
point 0 marunouchiにおけ
る実証実験や各社との協業を
通じ、エビデンスに基づいた
オフィスアートレンタルサービ
ス、AIを活用したナレッジ共
有システム、タッチパネルを
活用した空間満足度評価など
複数のソリューション開発を行
うことができました。
今後もアートやAI、データ等
を活用した実証実験を実施し、

当社の提供する空間デザイン
に取り入れることで、創造性、
快適性が高く、利用者に寄り
添った「こころを動かす空間
の創造」を進めます。

数々の実証実験を通じて
「音の報せる力」の価値を高める
当社は、経営ビジョン2030 
「Dr.Sound-社会の音を良く
するプロフェッショナル集団-
になる」の実現に向けた取り
組みの一環として、音と効果
の相関性を実証して提示する
「音のみえる化」を進めていま
す。point 0でも様々な実証
実験を行い、そこで得たデー
タの活用や参画企業各社との
共創活動を通じて、新たな音

のソリューション、サービスを
創出。オフィス空間における
課題の解決を実現する、頼れ
るパートナーとなることを目指
します。

Tokio Marine & 
Nichido Fire Insurance Co., Ltd.
東京海上日動火災保険株式会社

参画企業との協創や利用者のデ
ータ分析による、ヘルスケア分野
等における新たなサービス提供や
健康経営ソリューションの開発検
討に加え、自治体と連携したスマ

未来に向けたヘルスケア領域サービスを共創

ートシティ領域での価値創出の検
討を進めていきます。

KAJIMA CORPORATION
鹿島建設株式会社

様々な分野の専門家とここでしか
できない実証実験を行えるpoint 0。
当社もスマートビルの取り組みに
つながる実証実験を実施していき
ます。メンバー個人個人が積極的

利用者のウェルネス向上に資する技術実証を進める

に活動するとともに、会社としても
高いアウトプットを目指します。

Bronze

※現在は募集停止

Silver

野村不動産グループは、2030年ビ
ジョン「まだ見ぬ、Li fe&T ime 
Developerへ」に向けて、「人」を中
心としたオフィスサービスの提供
を推進します。point 0では、音響の

「人」を中心としたサービスにより、お客様のQOL向上に貢献

在り方などを通して快適なオフィス
環境の提供を検討しています。

Nomura Real Estate Holdings, Inc.
野村不動産ホールディングス株式会社

各社が持つアイデアや技術を融合
させ、様々な社会課題解決に向け
たソリューション開発に取り組ん
でいきます。そして、当社長期ビジ
ョンとして掲げる「持続可能でここ

持続可能でこころ豊かな社会を共創

ろ豊かな社会の実現」につながる
新たな価値創出を目指します。

Seiko Epson Corporation
セイコーエプソン株式会社

人を中心としたデータモデルを構
築し、スマートビルを実現すべく、
参画企業の皆様と実データを通し
て世に価値があるソリューション
を生み出し、参画企業様と協創の

“人”中心のデータモデルでスマートオフィスを目指す

場を通じてイノベーションを起こし
ていきたいと考えています。

Microsoft Japan Co., Ltd.
日本マイクロソフト株式会社

point 0での共創活動を通じて、当
社の街づくりやワークプレイスに関
する知見を相互に高め、またpoint 
0での活動や情報を社内外につな
ぐ情報のハブとしての機能を担い、

実証実験や交流から得た成果をオフィス事業へ活用

今後も丸の内で起こる共創活動を
さらに盛り上げていきたいです。

MITSUBISHI ESTATE CO., LTD.
三菱地所株式会社

Partners
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株式会社point0

〒100-0005 東京都千代田区丸の内 2-5-1 丸の内2丁目ビル 4F

代表取締役 社長　石原 隆広
取締役 副社長　豊澄 幸太郎／菅波 紀宏
取締役　宇野 大介／大橋 英子／稲畑 伸一郎／髙桑 健一／田中 洋平／長谷川 修
監査役　荒川 和巳／岩瀬 隆史

2019年2月7日

5億9,360万円（資本準備金含む）　※2022年6月現在

ダイキン工業株式会社／株式会社オカムラ／パナソニック株式会社／ライオン株式会社
ＴＯＴＯ株式会社／株式会社MYCITY／TOA株式会社／アサヒビール株式会社／株式会社丹青社
日本たばこ産業株式会社／大建工業株式会社

会社名

所在地

役員構成

設立日

資本金

株主

2022年9月30日発行

株式会社point0
髙桑 健一(大建工業・point0）
鎌田学（大建工業）、栢野旭代（大建工業）、菊地有希（三菱地所）、佐々木詩織（三菱地所）
Forbes JAPAN Brand Studio
ディレクター/エディター　鈴木麻里絵（Forbes JAPAN Brand Studio）
エディター　今井裕隆
ディレクター　松浦朋希、皆川睦美（Forbes JAPAN Brand Studio）
アドバイザー　笠間健太郎（アーツ・アンド・ブランズ /アートハブ・アソシエーション） 
執筆　廣澤哲司（3-5p、16-18p、19-21p）、成瀬晶子（13-15p）、神崎恭子（36-41p） 
撮影　 大中啓（表紙、表2-1p、2-5p、7p、13-15p、16-18p、22p上段、28p左、30p中・右、32p下、35p、36-41p、

48-49p）、アンザイミキ（46p、49p右下）
デザイン　fairground
企画プロデュース　石原瑠衣子、水野敬規、中村かつみ （Forbes JAPAN Business Design）
凸版印刷株式会社

発行
編集長
企画
制作

印刷・製本

point  0 annual report 2021-2022

https://www.point0.co.jp/
https://www.point0.work/

support@point0satellite.work

（ point 0 marunouchi ）
〒100-0005 東京都千代田区丸の内 2-5-1 丸の内2丁目ビル 4F

URL

MAIL

ADDRESS

変化を続けるpoint 0は、次のステージへ
開設から4年目を迎えたpoint 0は、marunouchiという共創の中心から
satelliteを通して全国へと展開を進めている。立ち上げ当初はそこにはいなかったメンバーが
偶然にも今年のアニュアルレポート編集担当となった。協創／共創の場に身を置きながら
メンバーが感じた今年の変化を中心に、これからのpoint 0を考えたい。

読後アンケートに是非ご協力ください。
https://forms.gle/zojFacrGzogMXcno7

　point 0 marunouchiの開設から3年、
point 0 committeeの活動は広がる一方で、
人の入れ替わりも起きた変化の年となった。
初めての緊急事態宣言の影響やオリンピッ
クの延期など、急激な変化があった前年と
比較して、今年は“Withコロナ”の形が浸
透した一年だったと言える。marunouchi
の利用者人数を見ると、それまで1,000人
以上いた利用者が、初めて緊急事態宣言が
出された2020年4、5月に200人ほどまで
激減した。しかし次に感染者が急増した
2021年1月前後では、900人以上の利用
者が見られ、その後は感染者数の増減に伴
い利用者人数も増減を繰り返しつつも、
1,000人以上の人数を保っていた。
　コロナ禍でテレワークが浸透し、働き方は
大きな変化を遂げたがmarunouchiの利用
者は徐々に増え、現在はコロナ前より利用
者が多くなっているのが実情だ。今まで当た
り前にオフィスに集っていた人たちは、「リア
ル」の価値を再認識したからこそ、これか
らは、「重要なポイントなので対面で相談し
たい」「リアルだからこそできる意見交換か

ら始めたい」など、オンラインでは果たせな
い「目的」を持ってオフィスに集うのではな
いだろうか。協創／共創の「場」である
point 0 marunouchiに、様々な「人」が、
以前よりも明確な「目的」を持って集まるこ
とで、よりスピード感のある活動をしていけ
るのではないだろうか。

point 0の場と人の変化
　場の大きな変化としては、marunouchi
のmeditation roomが低酸素ルームに変
わったことが挙げられる。4社がソリュー
ションを出し合って検証をする、技術が交
わった事例である。
　また、場の変化だけではなく、人と人と
の関わりや取り組みも変化した。これまで
企業からのトップダウンやWorking 
Groupなどの枠組みからの起案や活動が大
きかったが、今年の2つのCross Talkに
もあるように、ボトムアップのような取り
組みも今後のpoint 0を飛躍させるだろう。
　Tech.0（IT勉強会）は、ITスキルを向
上させたいという要望から、自発的に始ま

った活動だった。
　各々が日ごろ「社内の
ITリテラシーを向上させ
たい」「自分でアプリを作
ってみたいが、機会がな
い」等の様々な想いを抱い
ていた中で、仲間を見つけ
て挑戦できる絶好の機会
となった。
「どのソフトを使ったら
簡単かな？」「試しに作っ
てみたから見て！」という
気軽な会話が飛び交う、垣
根を越えた協創／共創が
行われた。
　また、「Z世代」の活躍
もめざましい。point 0の
立ち上げ当初からのメン

バーだけではなく、point 0が開設してか
ら社会人となった、入社1～3年目のメン
バーが今この場で活躍している。
　彼らがこれまでと大きく異なるのは、社
会人になった当初から「協創／共創の場」
があり、社外のメンバーとフラットに会話
できる土壌が与えられていたことであろう。
彼らが先入観なしに肌で感じた価値や課題
感を、point 0内だけではなく、自社への
インプットができる。point 0の中で広が
った良いアイデアを各社に持ち帰っても、
理解を得るのに時間がかかるという各社共
通の課題に対しても、point 0純粋培養世
代が切り込んでいくことで、素早く社内に
還元し、新しい展開を生み出してほしい。
　この3年間で、point 0は協創／共創の
土壌ができ、たくさんの実証実験が行われ、
satelliteへの展開も広がりを見せた。実
証の場であるmarunouchiと実装の場で
あるsatelliteの中で、どれだけの成果を
アウトプットできるかが、重要になる。こ
れからはさらに、もっと早く、もっと精度
を高く、ということも求められる。スピー
ド感を持った展開のためには、その場で意
思決定しながら、オープンイノベーション
を推進していける人材が必要となる。各社
が集まる場であるpoint 0において、人と
人が繋がり、共に成長することで、さらに
協創／共創が増え、成果を生み出し、次々
に繋がりが広がっていくような、循環を続
けていきたい。
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この1年間は、リモートとリアル、
状況に応じて集まり方を選択するのがスタンダードになり、
リアルでの対話も増えてきた。
各社のテクノロジーや
アイデアによって感染対策を重ねながら、
協創／共創をより加速させてきた
point 0のメンバーを紹介する。

秋葉裕太、渥美侑子、荒井敏和、荒井凌、池田健二、石河孝浩、石上賢、石原隆広、石橋敦子、池内亮太、五十川英俊、一柳薫、伊藤貴彦、稲畑伸一郎、李娜泳、岩倉龍平、岩佐幸介、岩田友
香、岩本涼、宇高沙織、宇野大介、梅村聖菜、海老原拓真、海老原裕子、及川千穂、大内佑美、大川瑶子、大久保玲亮、大下直樹、大橋英子、大橋巧弥、小笠原武文、奥川太志、小久江佑香、
遅野井宏、小田健太郎、小原伸彦、貝柄学、花月唱、蔭山貴也、鎌田学、神長聡、栢野旭代、川名明彦、川野辺晏実、河村徹、菊地有希、北川亜耶、北原平一、木村紳一、喜村康弘、工藤綾佳、
久保文人、久良知亜以子、倉部泰宏、栗林誉、黒田真朗、元田済、小泉尚永、河野智子、郡大輝、小島亮平、児玉雄三、小花光広、小林章浩、小林亜子、小林正博、小林佑子、駒倉昌和、小松
一格、小宮陽介、斉藤純一、斎藤貴大、坂井一隆、佐々木詩織、佐々木瞳、笹瑞生、佐藤毅、佐藤知美、佐藤政宏、篠原大輝、清水寛太、清水淳一、下垣裕一、下谷由紀、定作沙紀、白川のこ、
菅波紀宏、杉元康浩、鈴木あゆみ、鈴木雄介、空山雅一、平真優、高井諒、髙桑健一、髙﨑真実、高澤良輔、高田智治、高野枝里子、髙野多加恵、髙野浩司、高橋奈津子、髙橋誠、高橋美治、
髙原一生、多久仁清、竹内志織、竹内祥訓、武田麻里、竹本晋、竹本悠平、只井桃、田中和貴、田中大夢、田中洋平、玉井淳一、塚本誠、土屋仁、土屋寛之、冨野義孝、豊澄幸太郎、中井美希、
中沢匡伸、中島浩二、中田昌宏、中村徹、長尾樹、那須隆博、七海聖菜、名雪慎也、西野亮介、西山佑香、沼田美和子、野中隆志、埜中靖夫、野村一樹、長谷川修、長谷川咲、塙駿平、濱田隼
斗、浜田真宏、濱田三和、早石育央、林滉一朗、林大輔、林由希子、原愛子、樋口拓人、菱川真吾、平山喬弘、平山知子、平山寧、福谷優作、福富久記、藤井航基、藤村昌平、藤原良枝、本丹由
佳、前田耕造、正木達也、松橋安莉、町田怜子、松永研二、三浦洋平、三澤達也、美濃島健人、宮谷知久、武藤美穂、柳沼桃子、柳田拓哉、山下純、山下悠輔、山之口大樹、山本愛子、山本宗
典、山本悠佳、由木大、吉井ちよ、吉岡絵里、吉川貴明、吉田真司、吉田清一郎、脇田麻実、脇光博紀、渡辺憲厳、渡邊成美、渡来なつみ
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